本装置の運用および保守について説明しまず。 


曰常の保守(^342ぺージ） . 本装置を日常使う上で磕認しなければな6ない点 

やファイルの管理、クリーニングの方まについて 
説巧します。 

システム診断 (一 >347ぺージ） . 本装置専用の診断ユーティリティの使いちについ 

て説明しまず。 

障害時の対処(->351ページ） . 故障かな？と思ったときに参照してください。卜 

ラブルの原因のお認方法やその対処方法について 
説 B 月しています。 

オフライン保守ユーティリティ（一390ぺージ） . 本装置専用の保守ユーティリティの使いちについ 

て説明しまず。 

移動と保管(- >392ページ） . 本装置を移動.保管する隐の手順やを意事項じつ 

いて説 S 月します。 

ユーザ— サポート（一393ページ） . 本装置に関ずるさまざまなサービスについて説巧 

します。サービスは NEC および NEC が認定した 
保守サービス会社から提供されるものでず。ぜひ 
ご利用ください。 


Express 5800シリーズ全般の運用について説日月した 「Express Server Management Guide 」 も参 
考にしてください 。 [Express Server Management Guide 」 は、オンラインドキユメントまたは次 
のホームページより参照することができまず。 

http :// nec 8. com / 
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日常の保守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明ずる確認や保守を走期的に行ってくださ 
い。万一、異常が見6れた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を化頼して<ださい。 


アラートのお認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状巧を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPRO / ServerManager にアラートが通報されていないか、常に注意ずるよ 
うふ、がけてください。[51\/1ド只0/56「\/6「1\/1311396「の「編合ビユーア」、「データビユーア」、 
r アラートビユーア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 

ESMPRO でチェックずる画面 




を巧け.お*"牛 — が广昭国照^ 


アラー トビ ユーア 


データビューア 
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ステータスランプの確認 


本装置の電源を ON にした後、およびシャツトダウンをして本装置の電源を OFF にする前 
に、本装置前面にあるランプや、 3.5 インチディスクベイに搭載している八ードディスクド 
ライブのランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容については r 八ード 
ウェア編」の89ページをご覧<ださい。万一、本装置の異常を示す表示が確認された場合 
は、保守サービス会社に連絡して保守を巧頼して<ださい。 



定期的に本装置の八 ー ドディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勧 
めしまず。本装置に最適なバックアップ庙ストレージデバイスやバックアップツールについ 
てはお買い求めの販売店にお問い合わせください。 


八ードウエアの構成を変更したり、己の S の設走を変更したりした後は、オフライン保守ユー 
ティリティの r システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のバックアップをとってくだ 
さい (48 ページまたは73ページ参照)。 

ディスクアレイを構築しているシステムでは、ディスクアレイのコンフィグレーシヨン情報 
のバックアップをとっておいてください。また，八ードディスクドライブの巧障によるリビ 
ルドを巧った後もコンフィグレーシヨン情報のバックアップをとっておくことをお勧めしま 
す。コンフィグレーシヨン情働ま r ソフトウエア編」または EXPRESSBUILDER に格納されて 
いるオンラインドキュメントを参照してバックアップをとってください。 


運用•な守編 
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ク IJ — ニング 


本装置ををい状態に保つためじを期的にクリーニングしてください。 



m 

圍 


A\ 

0 C 

本装置をまをにお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。人び 
死こずるまたは重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ W 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライプの巧部をのぞかない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本装置のクリーニング 

本装置の外観のミちれは、柔らかい巧でふき取ってください。ミちれが巧ちにくいときは、次の 
ようなちまできれいになります。 

M -0 • シンナー、ベンジンなどの揮発性のミ客剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 



• コンセント、ケープル、本装置背面のコネクタ、本装置内部はお巧に水などでめ S をな 
いで < ださい。 

1 . 本装置の電源が OFF (POWER ランプ';肖な）になっていることをお認ずる。 

吕. 本装置の電源コードをコンセントからほく。 

3 . 電源コードの電源プラグ部分じついているほこりを乾いた巧でふき取る。 

4 . 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔6かい巧を浸し，よく嵌る。 

已. 本装置のミちれた部分を手順4の布で少、し強めじこすってミちれを取る。 

氏 真かでめらしてよく絞った巧でもう一をふく。 

7 . をいた巧でふ<。 

狂 乾いた巧で本装置背面じあるファンの排気□じが着しているほこりをふき巧る。 
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キーボード/マウスのク U —ニンク 

キーボードは本装置および周辺装置を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消灯) 
になっていることを確認した後、キーボードの表面を乾いた布で拭いてください。 
マウスが正常に磯能するためじは、内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけ 
ればなりません。マウスボールの汚れを防ぐためにほこりの少ない場所で使用して、を期的 
に次の手順でクリーニングしてください。 

1 . 本装置の電源が OFF(P0 邮 ER ランプ消な）になっていることを確認する。 

吕.マウスを裏返してマウスボールカバーを 
反時計◎りじ回して中か6マウスボール 
を取り化ず。 


3 . マウスボールを乾いた柔らかい布などで 
ふいて、汚れを取り除く。 

ミちれがひどいときは姑るま湯または水で 
薄めた中性洗剤を少量含ませてふいてく 
ださい。 

4 . マウス内部じある3つのルさな□ーラを 
綿棒などでふく。 

ミちれがひどいときはアルコールなどをか 
量含ませてふいてください。 

已.マウスボールをマウスの中じ戻ず。 

手順3、4でマウスボールが□ーラを姑ら 
した攝合は、十分に乾燥させてからボー 
ルを入れてください。 

目.マウスボールカバーを元じ戻して、時計 
回 U に回して□ックする。 



マウス底面 
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CD - ROM のクリーニング 

CD - ROMI こほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデータを正しく 
読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、 CD - R 日 M のクリーニングを行いまず。 

1. 本装置の電源が ON(P0 附 ER ランプ点な）になっていることを確認する。 

2. CD-ROM ドライブ前面の CD トレーイジェクトボクンを押ず。 

トレーが CD-ROM ドライブから化てきます。 

3. CD-ROM を軽く持ちながらトレーか 6 取り化ず。 

I vr-Oira 

I CD-ROM の信号面に手が触れないようを意してください。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい布でふき取る。 

irOira 

CD-ROM ドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズが傷ついて誤動作の原因 
となりまず。 

已.トレーを CD-ROM ドライブに戻ず。 

6. CD-ROM の信号面を乾いた柔らかい布でふく。 

w-Oira 

CD-ROM は、中むか5外側に向けてふいてください。クリーナ 
をお使いになるときは、 CD-ROM 専用のクリーナであることを 
お確かめください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベンジ 
ン、シンナーを使巧ずると、ディスクの内容が読めなくなった 
り、本装置にそのディスクをセットした結果、故障したりずるお 
それがあ0まず。 


テープドライブ①ク U —ニング 

テープドライブのへ，ソドの汚れはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となりまず。定期的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングしてくださ 
い。クリーニングの時期やクリーニングのち法、および使用するテープカートリッジの使用 
期圍や寿命についてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 

EXPRESSBUILDER 1 こ格納されているユーティリティ「テープ監視ツール」を本装置にインス 
トールしておくと、テープドライブやテープカートリッジの状態を監視し、クリーニングの 
要ホやドライブの異常などをポップアップメッセージとして表示したり、異常の詳細をイべ 
ント□グじ記録したりすることができます。インストールについては r ソフトウエア編」また 
はオンラインド丰ュメントを参照してください。 
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システム診断 

システム診断は本装置に対して各種テストを巧いまず。 

「 EXPRESS 目 UILDER 」 の「ツール」メニューから「システム診断」を選択して本装置を診断してくださし、 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• 本装置に取り付けられているメモリのチェック 
• プ□セ、ソサキャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 

I M-O システム診断を巧う時は、必ず本装置に接続している LAN ケーブルを巧してください。接 
続したままシステム診断を巧5と、ネットワークに該響をおよぼずおそれびありまず。 

ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 
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システム診断には、本装置自身のコンソール(キーボード）を使用する方法と、シリアルポー 
卜経由で管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソールレス）がありまず。 

それぞれの起動ち法は次のとおりです。 


mm 


「ソフトウエア編」の 「EXPRESS 日 UILDERJ では、コンソールレスでの通信ち法に LAN と 
COM ポートの2つの方法を記載していまずが、コンソールレスでのシステム診断では COM 
ポートのみを使用ずることができまず。 


1. シャットダウン処理を巧った後、本装置の電源を OFF じし、電源コードをコンセントから抜く。 
吕.本装置に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントじ接続し、本装置の電源を ON にずる。 

4. 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を使って本装置を起動ずる。 

本装置のコンソールを使用して起動ずる場含と、コンソールレスで起動ずる場含で手順が異なり 
ます。「ソフトウエア編」の 「 EXPRESS 目 UILDER 」 を参照して正しく起動してください。 

EXPRESS 己 UILDER か6起動ずると画面に W 下のメニューが表示されます。 


本装置のコンソールを使用した場合 


コンソールレスの場合 


5. [ツール]を選択する。 


が P キ-で反坛ぞ巧目じ合わちて，リターンキー在巧してください。 


EXPRESSBUILDEF (: 

[むトアジブ】 
本装置の t ブトア 


口本黄置の t シトアシブをサボートします。 


システム診断の起動と終了 


i 霜_輸 

避；墓 

!なI還 

1ーノ t 化おトブ 

盏 I 萬 

韻 ii 

LiLil 

卵を端為お 

目圍 

I 圆画应 I 図圓1^1 
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目.「ツールメニュー」の r システム診断」を選択する。 

システム診断を開始しまず。約3分で診断は終了します。 

診断を終了ずるとディスプレイ装置の画面が次のような表示に蛮わりまず。 



試驗タイトル： 

試験邮 indow タイトル： 
試驗結果： 
ガイドライン： 

試驗簡易邮 indow: 


診断ツールのを称およびバージョン情報を表示しまず。 

診断が態を表示しまず。試驗終了時には Test End と表示します。 
診断開始-終了 -経過時間および終了時のが態を表示します。 
Window を操作するキーの説明を表示します。 

診断を実行した各試験の結果を表示しまず。 

カーソル行で <Ente「> キーを押すと試験の詳細を表示します。 


システム診断でエラーを横化した場合は試験簡易 Window の該当ずる試驗結果がホく反転表示し、 
ち側の結果に 「Abnormal End」 を表示しまず。 

エラーを横化した試驗じカーソルを移動してく Ente「> キーを押し、試驗詳細表示に化力されたエ 
ラーメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

7 . 画面最下段の「ガイドライン」じ従いく Esc> キーを押す。 

W 下のエンドユーザーメニューを表示しまず。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 
- Enduser Menu - 



Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


<Test Resultx 
<Device Ltst>: 
<Log lnfo>: 


<Option>; 

<Reboot>: 


前述の診断終了時の画面を表示します。 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

試験□グを表示します。 

試験□グをフ□、ソピーディスクへ保存することができまず。 

フ □、ソピー ディスクへ記歸する塌合は、フォー マツ ト済みのフ □ツ ピー 
ディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし、く Sa\/e> を選択し 
てください。 

□グの化力先を蛮要しまず。 

本装置を再起動します。 
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8. 上記エンドユーザーメニューでく Reboo わを選択ずる。 

本装置を再起動し、システムが EXPRESS 己 UILDER か6起動します。 

9. EXPRESS 己 UILDER を終了し、 CD - ROM ドライブから CD - ROM を取り化ず。 

10. 本装置の電源を OFF じし、電源コードをコンセントから抜く。 

11. 手順2で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12 . 電源コードをコンセントじ接続ずる。 

W 上でシステム診断は終了でず。 


3已〇 



障害時の巧処 


r 故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当することがらがある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / ServerMan 明 er を使って障害の発生箇所をお認 
し、障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるわのかを判断します。 

障害発生個所や内容の確認ができたら、巧障した部品の交換やシステム復旧などの処置を巧 
いまず。 


障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因によるわのかを判断ずるには、 
ESMPRO/ServerMan 明 er が便利でず。 
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本装置じなんらかの異常が起きるとさまざまなおでエラーを通巧します。ここでは、エラー 
メッセージの種類について説おします。 


POST 中のエラーメッセージ 


本装置の電源を ON にずると自動的に実行される 
自己診断機能 「 POST 」 中に何6かの異常をお化す 
ると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッ 
セージが表示されます(場合によってはその対処 
方法わ表示されまず）。画面に表示されるメッ 
セージとその意巧、対処方まについては r 八ード 
ウェア編」の114ぺージをご覧ください。 


Phoenix BIOS 4.0 Release 6.0.XXXX 


WARNING 

0B60： DIMM group #1 has been disabled. 


Press <F1> to resume, <F2> to setup 


メモリの故障を示すメッセージ(例ではメモリ 
#1が故障した場含の表示） 



Pl ： ハ— ドウエア編」に記載されている POST のエラーメッセージー覧は本装置単体のもので 
「区^ す。 I/O ボードに接続されているオプションの SCSI コントローラボード、ディスクアレイコ 
ントローラボードに搭載されている BIOS のエラーメッセージとそのが処モまについては才 
プションに添付のマニュアルを参照してください。ディスクアレイコントローラボードにつ 
いては、この後の「トラブルシューティング」の「ディスクアレイ」を参照するか、ディスク 
アレイコントローラボードに添付の説明書を参照してくださし、。 


ランプによるエラーメッセージ 

本装置の前面や背面、八ードディスクドライブの八ンドル部分にあるランプはさまざまな状 
態を点灯、点滅、消好によるパターンや色による表示でユーザーに适がしまず。「故障か 
な？」と思った6ランプの表示を植認してください。ランプ表示とその意巧については「八一 
ドウ X ア編」の89ページをご覧ください。 














仮想 LCD 上のエラーメッセージ 

DianaScope や WEB サーバ機能のリモートマネージメントにより、管理対まの本装置の仮想 
に D ( 1日巧 X 2 斤)や STATUS ランプの状態を表示することができます。 

仮想 LCD には、 POST 実行状態および運巧中や DC OFF ( AC 電源は ON ) の聞に発生したエ 
ラー内容を表示します。 POST 中にエラーをお化した場合は、 POST が終了した後、仮想 
LCD 上に POST エラーコードを表示しまず。114ページの表を参照して、 POST エラーコー 
ドの意巧と対処方法を植認して<ださい。 


POST 動作中 



POST エラーコード 

Host ktfotwa な ON LED 

0 BB 1 10 S 巧オン 

♦ 正巧 
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AS 口ード 


AS 口ード 

ASF 文字列 

意味 

Olh 

Memory Init 

ECC の初期化とメモリテスト 

02 h 

IDE Init 

IDE デバイスのお化 

03 h 

AP Init 

マルチプ□セ、ソサの初期化 

04 h 

Enter Password 

「 Supervisor 」 または 「 User 」 レベルのパスワード入力待ち 

0 己 h 

Entering Setup 

己 IOS セットアップ起動時 

06 h 

USB Init 

US 己デバイスのお化と初期化 

07 h 

PCI Device Init 

PCI デバイスのコンフィグレーション 

08 h 

Option ROM Init 

PCI デバイスのオプション ROM 展開 

09 h 

Video Init 

ビデオコント□ーラの初期化 

日 Ah 

Cache Init 

プ□セ、ソサキャッシュの設定 

OBh 

SMBus Init 

SMBus のコンフィグレーション 

OCh 

Keyboard Init 

キーボードのお化 

ODh 

BMC Init 

目 MC エラーのチェック 


POST 実行つード 


POST 実行 

コード 

意味 

11 h 

PCI Express ホットプラグ対応のス□ットのコンフィグレーシヨン、およびチップセ 
ットのレジスタ初期化 

28 h 

メモリの初期化 

2 Ah 

メモリ （0-4 MB ) のゼ□クリア 

2 Ch 

メモリ （0-4 MB ) のアドレスラインテスト 

2 Eh 

メモリ （0-4 MB ) のテスト 

OAh 

プ□セ、ソサの初期化 

2 Fh 

プ□セ、ソサキャッシュの設定 

38 h 

BIOS の Shadowing 

20 h 

DRAM のリフレッシュテスト 

OFh 

IDE コント□-ラの初期化 

67 h 

アプリケーシヨンプ□セ、ソサの初期化 

69 h 

SMI の初期化 

49 h 

PCI / PCI - X/PCI Express の初期化（リソース割り当て） 

5 己 h 

USB の初期化 
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POST 実行 

コード 

意味 

4 Ah 

ビデオコント□ーラの初期化 

4如 

ビデオ巴 IOS の Shadowing 

己 9 h 

POST 画面表示機能の初期化 

C 6 h 

コンソールダイレクション機能の初期化 

4 Eh 

コピーライトの表示 

己 Oh 

プ□セ'ソサ情報の表示 

60 h 

拡張メモリのテスト 

62 h 

拡張メモリのアドレステスト 

68 h 

キャッシュのコンフィグレーション 

目 Ah 

キャッシュサイズの表示 

87 h 

I / O デバイスのコンフィグレーション 

85 h 

Secure Mode のメッセージ表示，および PnP に A デバイスのコンフィグレーション 

98 h 

PCI デバイスのオプション ROM 展晶 

93 h 

マルチプ□セ、ソサのコンフィグレーション 

9 Ch 

SMI のセットアップ 

BAh 

SMBIOS の初期化 

C 3 h 

POST エラーの表示 

ACh 

团 0 S セットアップの起動 

己 Oh 

POST エラーのチェック 

BDh 

Boot メニューの表示 

97 h 

E 巴 DA 領域に MP テーブルを作成 

COh 

ブート開始処理 
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その他のメッセージ 


ffost information 

LED 

0 S 面すン 


M#3 BD UC Erii 


AC lost Aim 1 

9 を亩 


• 1巧目の表示 


メッセージ 

意巧 

対処方法 

Prepare To Boot 

POST が正常終了した。 

エラーではありません。 

CPU Reconfigured 

プ□セッサが縮退された状態で POST 終了した。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

聞 0S セットアップを起動し、 

「M 过 n」-「Processor 

Settings」-「Processor 

Retest」 を Yes じ選択し 「Exit」- 
[Exit Saving Changes」 を実行 
することじより、解みすることも 
できます。 

Mem Reconfigured 

モリが縮退された状態で POST 終了した。 

保守サービス会せに連絡して<だ 
さい。 

聞 0S セットアップを起動し、 
「Advanced」-「Memory 
Comiguration」-「Memory 
Retest」 を Yes じ選巧し、 

厂 Exit」- 广 Exit Saving 

Changes」 を実巧することじよ 
リ1解決すること电できます。 

M#1 D#1 CErr 

メモリボード#1の DIMM#1 で訂正巧能なエフーがを発した。 

連続運巧が可能ですが、保守サー 
ビス会社し連絡してください。 

M#1 D#2 C Err 

メモリボード#1の DIMM#2 で訂正可能なエラーが多発した。 

M#1 D#3 C Err 

メモリボード#1の DIMM#3 で訂正可能なエフーがを発した。 

M#1 D#4 C Err 

モリボード#1の DIMM#4 で訂正可能なエフーがを発した。 

M#2 D#1 CErr 

メモリボード#2の DIMM#1 で訂正可能なエラーがを発した。 

M#2 D 松 C Err 

メモリボード蛇の DIMM#2 で訂正可能なエフーが多発した。 

M 賠 D#3 C Err 

メモリボード#2の DIMM#3 で訂正可能なエラーがを発した。 

M#2 D#4 C Err 

メモリボード蛇の DIMM#4 で訂正可能なエフーが多発した。 

M#3 D#1 C Err 

メモリボード指の DIMM#1 で訂正可能なエラーが多発した。 

M#3 D#2 C Err 

モリボード#3の DIMM#2 で訂正可能なエフーがを発した。 

M#3 D#3 C Err 

メモリボード#3の DIMM#3 で訂正可能なエラーがを発した。 

M 拐 D#4 C Err 

モリボード#3の DIMM#4 で訂正可能なエフーがを発した。 

M#4 D#1 C Err 

メモリボード#4の DIMM#1 で訂正可能なエラーが多発した。 

M#4 D 蛇 C Err 

メモリボード#4の DIMM#2 で訂正可能なエラーがを発した。 

M#4 D#3 C Err 

メモリボード#4の DIMM#3 で訂正可能なエフーが多発した。 

M#4 D#4 C Err 

メモリボード#4の DIMM#4 で訂正可能なエラーがを発した。 


<夕ぺージじ続く> 
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メッセージ 

意味 

対処ち法 

M#1 D#1 UC Err 

メモリボード# 1 の DIMM#1 または DIMM#2 で訂正不可能なエフ 
一が発生した。 

ST 冉 TUS ランプが緑色に点滅し 
ている場合、連続運用が巧能です 
が、保守サービス会なに連絡して 
ください。 

M#1 D#2 UC Err 

M#1 D#3 UC Err 

文モリボード#1の DIMM#3 または DIMM#4 で訂正不可能なエラ 
一が発生した。 

M#1 D#4 UC Err 

M#2D#1 UC Err 

六モリボード#2の DIMM#1 または DIMM#2 で訂正不可能なエラ 
一が発生した。 

M#2 D#2 UC Err 

M#2 D#3 UC Err 

文モリボード#2の DIMM#3 または DIMM#4 で訂正不可能なエフ 
一が発生した。 

M#2 D#4 UC Err 

M#3D#1 UC Err 

メモリボード#3の DIMM#1 または DIMM#2 で訂正不可能なエフ 
一が発生した。 

M#3 D#2 UC Err 

M#3 D#3 UC Err 

文モリボード#3の DIMM#3 または DIMM#4 で訂正不可能なエフ 
一が発生した。 

M#3 D#4 UC Err 

M#4D#1 UC Err 

文モリボード#4の DIMM#1 または DIMM#2 で訂正不可能なエフ 
一が発生した。 

M#4 D#2 UC Err 

M#4 D#3 UC Err 

文モリボード#4の DIMM#3 または DIMM#4 で訂正不可能なエフ 
一が発生した。 

M#4 D#4 UC Err 

M#1 巨 DCErrX 

^モリボード#1で訂正可能なエフーが多発した。 

連続運用が巧能ですが、保守サー 
ビス会なし連絡してください。 

M#2 BD C ErrX 

メモリボード#2で訂正可能なエラーがを発した。 

M#3 巨 D C ErrX 

^モリボード#3で訂正可能なエラーがを発した。 

M#4 BD C ErrX 

^モリボード#4で訂正可能なエフーがを発した。 

M#1 BD UC ErrX 

メモリボード#1で訂正不可能なエフーが発生した。 

STATUS ランプが緑色に点滅し 
ている場合、連続運用が巧能です 
が、保守サービス会なに連絡して 
ください。 

M#2 巨 D UC ErrX 

^モリボード#2で訂正不可能なエラーが発生した。 

M#3 BD UC ErrX 

^モリボード#3で訂正不可能なエフーが発生した。 

M#4 BD UC ErrX 

^モリボード#4で訂正不可能なエラーが発生した。 

PROC BD C ErrX 

プ□セツサボードで訂正可能なエフーが多発した。 

連縮運巧が可能ですが、保守サー 
ビス会な に連絡してください。 

PROC BD UC ErrX 

プ□セツサボードで訂正不可能なエラーが発生した。 

STATUS ランプが緑色に点減し 
ている場合、連続運用が巧能です 
が、保守サービス会なに連絡して 
ください。 

10 巨 D C ErrX 

I/O ボードで訂正可能なエラーがを発した。 

連編運用が巧能ですが、保守サー 
ビス会なに連絡してください。 

10 BD UC Errl 

I/O ボードで致命的なエラーが発生した。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

PCI S#3 C Err 

PCI ス□、ソト#3で訂正可能なエフーが多発した。 

連続運用が可能ですが，保守サー 
ビス会なし連絡してください。 

PCI S#4 C Err 

PCI ス□、ソト#4で訂正可能なエラーが多発した。 

PCI S#5 C Err 

PCI ス□、ソト#日で訂正可能なエラーが多発した。 

PCI S#1 Err 

PCI ス日ツト#1で致命的なエラーが発生した。 

保守サービス会なに連絡してくだ 
さい。 

PCI S#2 Err 

PCI ス□、ソト#2で致命的なエラーが発生した。 

PCI S#3 Err 

PCI ス □、ソ ト#3で致命的なエラーが発生した。 

PCI S#4 Err 

PCI ス□、ソト#4で致命的なエラーが発生した。 

PCI S# 日 Err 

PCI ス□、ソト#日で致命的なエラーが発生した。 

PCI S#6 Err 

PCI ス□、ソト#6で致命的なエラーが発生した。 

PCI S#7 Err 

PCI ス □、ソ ト#7で致命的なエラーが発生した。 

PCI S#8 Err 

PCI ス□、ソト#8で致命的なエラーが発生した。 

PCI S#9 Err 

PCI ス □、ソ ト#9で致命的なエラーが発生した。 
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• 2 行目の表示 


メッセージ 

意味 

対処ち法 

Proc Missing 

プ□セ、ソサ Missing が発生した。 

保守サービス会なじ連絡してくだ 
さい。 

240VA Power Down 

電源オン中に POWERGOOD 信号がド□ップした。 

Power On Cnt Aim 

電源オン/オフ時、 POWERGOOD 信号の異常が発生した。 


Prod VccpAlm XX 

プ□セ、ソサ# 1 VCCP 電圧異常が発生した。 


P 「 oc2 VccpAlm XX 

プ□セ、ソサ賠 VCCP 電圧異常が発生した。 


P 「 oc3 VccpAlm XX 

プ□セ、ソサ# 3 VCCP 電圧異常が発生した。 


Proc4 VccpAlm XX 

プ□セ、ソサ# 4 VCCP 電圧異常が発生した。 


目目 +3.3V Aim XX 

I/O ボード +3.3V 電圧異常が発生した。 


巨目 +3.3vs Aim XX 

I/O ボード +3.3VS 電圧異常が発生した。 


目臣 +5.0V Aim XX 

I/O ボード+日. 0V 電圧異常が発生した。 


B 臣 + 日. Ovs 冉 Im XX 

I/O ボード +5. OVs 電圧異常が発生した。 


BB+12V Aim XX 

I/O ボード +12V 電圧異常が発生した。 


巨目- 12v Aim XX 

I/O ボード -12V 電圧異常が発生した。 


VBAT Aim XX 

リチウムバッテリ電圧異常が発生した。 


巨臣 + 1.25 V Aim XX 

I/O ボード +1.2 日 V 電圧異常が発生した。 


邑臣 +1 .己 V Aim XX 

I/O ボード +1.5V 電圧異常が発生した。 


BB+1.8V Aim XX 

I/O ボード +1.8V 電圧異常が発生した。 


BB VTT Aim XX 

I/O ボード +1.1 己 0V 電圧異常が発生した。 


VDD TN 巨 Aim XX 

プ□セ、ソサボード +1 .日日 OV 電圧異常が発生した。 


VC 冉 CHE 1 冉 ImXX 

プ□セ、ソサボード VC 冉 CHE1 電圧異常が発生した。 


VCACHE2 冉 ImXX 

プ□セッサボード VC 冉 CHE2 電圧異常が発生した。 


Proc 1 T-Trip 

プ□セ、ソサ# 1 Thermal Trip が発生した。 


Proc 2 T-Trip 

プ□セッサ# 2 Thermal Trip が発生した。 


Proc 3 T-Trip 

プ□セ、ソサ# 3 Thermal Trip が発生した。 


Proc 4 T-Trip 

プ□セッサ# 4 Thermal Trip が発生した。 


Processor 1 ERR 

プ□セ、ソサ# 1 ERR が発生した。 


Processor 2 ERR 

プ□セ、ソサ# 2 ERR が発生した。 


Processor 3 ERR 

プ□セ、ソサ# 3 ERR が発生した。 


Processor 4 ERR 

プ□セ、ソサ# 4 ERR が発生した。 


SB1 +3.3V Aim XX 

SCSI パ、ソクプレーン +3.3V 電圧異常が発生した。 


S 巨 1 + 日. OvAlmXX 

SCSI パ、ソクプレーン +5.0V 電圧異常が発生した。 


SB1 + に V Aim XX 

SCSI バックプレーン +12V 電圧異常が発生した。 


S 巨 2 +3.3V 冉 Im XX 

SCSI パ、ソクプレーン +3.3V 電圧異常が発生した。 


SB2 +5.0V Aim XX 

SCSI パ、ソクプレーン +5. OV 電圧異常が発生した。 


SB2+12V Aim XX 

SCSI パ、ソクプレーン +12V 電圧異常が発生した。 


SCSI A-1 Aim XX 

SCSI チャネル -A 電圧異常が発生した。 


SCSI A-2 冉 Im XX 

SCSI チャネル -A 電圧異常が発生した。 


SCSI A-3 冉 Im XX 

SCSI チャネル -A 電圧異常が発生した。 


SCSI B-1 Aim XX 

SCSI チャネル-臣電圧異常が発生した。 


SCSI B-2 冉 Im XX 

SCSI チャネル-目電圧異常が発生した。 


SCSI B-3 冉 Im XX 

SCSI チャネル-目電圧異常が発生した。 


Prod TempAlm XX 

プ□セ、ソサ# 1 温度異常が発生した。 


P 「 oc2 TempAlm XX 

プ□セッサ#2温度異常が発生した。 


P 「 oc3 TempAlm XX 

プ□セッサ#3温度異常が発生した。 


P 「 oc4 TempAlm XX 

プ□セッサ#4温度異常が発生した。 


BB Temp Aim XX 

I/O ボード温度異常が発生した。 


FP Temp Aim XX 

フ□ントパネル温度異常が発生した。 


OS shutdown Aim 

0S シャットダウンアラームが発生した。 


WDT timeout 

ウォッチドッグタイマタイムアウトが発生した。 


DUMP Request! 

ダンプボタンが押下された。 


SMI timeout 

SMI 女イムアウトザ発生した。 



く次ページに続く> 
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メッセージ 

意巧 

巧腸去 

冉 C lost Aim 1 

電源ユニット# 1AC Lost が発生した。 

保守サービス会社に連總して < ピ 

冉 C lost Aim 2 

電源ユニット #2 AC Lost が発生した。 

さい。 

冉 C lost Aim 3 

電源ユニ、ソト #3 AC Lost が発生した。 


AC lost Aim 4 

電源ユニット #4 AC Lost が発生した。 


Power Unit 1 Aim 

電源ユニット# 1 Failure が発生した。 


Power Unit 2 Aim 

電源ユニ、ソト #2 Failure が発生した。 


Power Unit 3 Aim 

電源ユニ 、ソ ト #3 Failure が発生した。 


Power Unit 4 Aim 

電源ユニ、ソト #4 Failure ザ発生した。 


Predictive Aim 1 

電源ユニット# 1 Predictive Failure が発生した。 


Predictive Aim 2 

電源ユニット #2 Predictive Failure が発生した。 


Predictive Aim 3 

電源ユニ、ソト #3 Predictive Failure が発生した。 


Predictive Aim 4 

電源ユニット #4 Predictive Failure が発生した。 


CPU Fan Alarm 

CPU FAN アラームが発生した。 


PWR Fan Alarm 

電源ユニット FAN アラームが発生した。 


Sys Fan 1 Alarm 

FAN#1 アラームが発生した。 


Sys Fan 2 Alarm 

FAN#2 アラームが発生した。 


Sys Fan 3 Alarm 

F 冉 N#3 アラームが発生した。 


Sys Fan 4 Alarm 

FAN#4 アラームが発生した。 


Sys Fan 5 Alarm 

FAN# 日アラームが発生した。 


Sys Fan 6 Alarm 

FAN#6 アラームが発生した。 
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画面のバックグラウンドのをは「ブルー」 

画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると本装置は自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリに 
メモリダンプのデータを保をしまず t 導入編」の r メモリダンプ(デバッグ情報)の設を」を参 
照)。のちほど保ずサービス会社の保守員か6このデータを提供していただくよう依頼され 
る場合があります。 M 0 や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守員に渡せるよ 
う準備しておいてください。 

I M -0 STOP エラーやシステムエラーが発生しシステムを再起動したとき、仮想メモ U が不足し 
ていることを示ずメッセージが表示されることびありまずび、そのまま起動してぐださい。 

^ このファイルをメディアにコピーずる前に，イベントビューアを超動して，システムイベン 
ff 五ろ]卜□グで Save Dump のイベント□グが記録され，メモリダンプが保をされたことをお認し 
て < ださい。 

このほかにもディスクやネットワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺装置にエラーが起 
きた場合にも警告メ ，ソ セージが表示されまず。メ 、ソ セージを記録して保守サービス会社に連 
絡してください。 


サーバ管理アプリケーションか5①エラーメッセージ 

ESMPRO/ServerAgent や ESMPRO / 

ServerManag 己 「、 Power Console Plus 
など'本装置専用の管理ツールを本装置や管 
理 PC へインス!ルしておくと、何らか 
の障害が起きたときに管理 PC や本装置に 
接続しているディスプレイ装置か6障害の 
内容を巧ることができます。 


各種アプリケーシヨンのインス I '―ルや運用ちまについてはソフトウエア編またはオンライ 
ンドキュメントを参照してください。 

ESMPRO を使ったシステム構築やを種設走の詳細についてはオンラインヘルプや、オンラ 
インドキュメントの 「Express Server Man 明 ement Guide 」 で詳しく説日月されています。 


Windows Server 2003/Windows 2000のエラーメッセージ 

Windows Server 2003 /Windows 2000の起動後に致命的なエラー ( STOP エラーやシステ 
ムエラー)が起きるとディスプレイ装置の画面がブルー I こ変わり、エラーに関する詳細なメッ 
セージが表示されます。 


林 * STOP: OxOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001, 0x80108E7A) 
IR9L_NOT_LESS_OR_EQUAL* * * Address 80108 E7A has base at 8010000 _ ntoskrnl.exe 


I 幽 I 置の巧の居： f 諾哉證茂 


i 
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—テイング 


本装置がおうように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って本 
装置をチェックしてください。リストにあるを状に当てはまる項目があるときは、その後の 
お認、処理に従ってください。 

それで电正常に動作しない場合は> ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録 
してから，保守サービス会社に連絡してください。 

本装置について 

(D 画面が出ない、ビープ音び鳴る 

□ DIMM がお実に実装されていまずか？ 

^ DIMM がしっかリとコネクタに実装されているか殖認してください。 

- 同一 BANK 内に異なった仕様の DIMM ボードが実装されていないか確認してく 
ださい。 DIMM の仕樣については146ぺージの 「 DIMM 」 を参照してください。 
一本装置は POWER ON か6画面が表示されるまで本装置の構成によって異なり 
ますが 1-5 分程度かかる場合があります。ランプ表示異常でない場合やビープ音 
が鳴っていなしけ易合にはしば6 く待って様すをみてください。 

® 電源が ON にな5ない 

□ 電源が本装置に正しく供給されていますか？ 

- 電源コードが本装置の電源規格に合ったコンセントほたは UPS ) に接続されて 
いることを確認してください。 

- 本装置に添付の電源コードを使苗して<ださい。また、電源コードの被覆が巧 
れていたり、プラグ部分がホれていたりしていないことを確認してください。 
一 接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを殖認してください。 
一 UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
か6電力が化力されていることを痛認してください。詳しくは UPS に添付のマ 
ニュアルを参照してください。 

また、本装置の BIOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設 
定ができまず。 

く磕認ずる メニュ ー：「 Server 」 rAC-LINKJ> 

□ POWER スイ、ソチを押しましたか？ 

-本装置前面にある POWER スイ、ソチを押して電源を ON ( POWER ランプ点灯）じ 
してください。 

® 電源が OFF にな5ない- SLEEP スイッチび機能しない 

□ POWER スイッチおよび SLEEP スイ、ソチの機能を無効にしていませんか？ 

- いったん本装置を再起動して、 B の S セットアップユーティリティを起動してく 
ださい。 

< fit 認ずるメニュー: rSecu 「 ity 」-- rPowe「Switch Inhibit 」〉 

□ 本装置が Secure Mode で動作していませんか？ 

一 Secure Mode 中は POWER スイッチおよび SLEEP スイッチが機能しません猫 
制シャットダウンも含む )。 Secure Mode を解除するにはキーボードか6团 0 S 
セットアップユーティリティで設をしたユーザーパスワードを人力してくださ 
し、 
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© POST が終わ 5 ない 

□ メモリが正しく搭載されていますか？ 

一最低2枚1おの DIMM が搭載されていないと動作しません。 

□ 大容量のメモリを搭載していますか？ 

一搭載しているメモリサイズじよってはメモリチェックで時園がかかる場合があ 
ります。しばらくお待ちください。 

□ 本装置の起動直後にキーボードやマウスを操作していませんか？ 

一起動直後にキーボードやマウスを操作すると、 POST は誤ってキーボードコン 
卜□ーラの異常をお化し、処理を停止してしまうことがあります。そのときは 
もう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 B の S の起動メッセー 
ジなどが表示されるまでキーボードやマウスを使って操作しないようを意して 
ください。 

□ 本装置で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

- NEC が指定する機器 iU 外は動作の保証はできません。 

( D 内蔵デバイスやが付けデバイスにアクセスでをない（または正しく動作しない) 

□ ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフェースケーブルや電源ケーブル（コード）がお実に接続されていること 
をお認してください。また接続順序が正しいかどうか殖認してください。 

□ 電源 ON の順番を間違っていませんか？ 

-外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本装置の順に電源を 
ON にしまず。 

□ ドライバをインス!■'ールしていますか？ 

一接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要なち 
のがありまず。デバイスに添付のマニュアルを参照してドライバをインス I 
ルしてくださし、。 

□ B の S の設をを闇達えていませんか？ 

一 PCI デバイスを接続している場合は、本装置の BIOS セットアップユーティリ 
ティで PCI デバイスの割り込みやその他の詳細な設走をしてください。 （ PCI デ 
バイスについては通常、特に設をを変更する必要はありませんが、ボードに 
よっては特別な設定があ要なものもあります。詳しくはボードに添付のマニュ 
アルを参照して正しく設定してください。） 

く磕認ずるメニュ ー ：rAdvancedJ -»■ fAdvanced Chipset Control 」 一 「PCI 
Device 」 

ーシリアルポートやパラレルポートに接続しているデバイスについては、 I / O ポー 
トアドレスや動作モードの設定が必要なものもあります。デバイスに添付のマ 
ニュアルを参照して正しく設定してください。 

く植認ずるメニュー： 「 Advanced 」 「1/0 Device Configuration ^ 

( D キーボードやマウスび正しく機能しない 

□ ケーブルは正しく接続されていまずか？ 

一本装置背面にあるコネクタじ正しく接続されていることを確認してください。 
-本装置の電源が ON になっている聞に接続ずると正しく機能しません ( USB デバ 
イスを除く）。いったん本装置の電源を OFF にしてか6正しく接続してくださ 
い。 
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□ 巨 lOS の設定を闇違えていませんか？ 

-本装置の目 I 日 S セットアップユーティリティでキーボードの機能を変更したり、 
マウスを無効にしたりすることができます。目10 S セットアップユーティリティ 
で設定を磕認してください。 

く磕認する メニュ ー ：rAdvancedJ 「1/0 Device Configuration 」 一 
rPS/2 Mouse 」、「 Advanced 」 一 rNumlockJ > 

□ ドライバをインス!-ールしていまずか？ 

一使用している 0 S に添付のマニュアルを参照してキーボード节マウスのドライバ 
がインストールされていることを確認してください（これらは 0 S のインストー 
ルの際1こ標準でインス!''ールされまず）。また、 0 S によってはキーボードやマ 
ウスの設定を変更できる場合があります。使用している 0 S に添付のマニュアル 
を参照して正しく設をされているかどうか磕認してください。 

□ 本装置が Secure Mode で動作していませんか？ 

一 Secure Mode 中は丰ーボードやマウスが機能しません 。 Secure Mode を解除 
ずるには丰ーボードから BIOS セットアップユーティリティで設定したユーザー 
パスワードを入力してください。 

® フ□ッピーディスクにアクセス(読み込みまたは書き込みが)できない 

□ フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじセットしていますか？ 

ー フ□、ソピーディスクドライブに r カチ、ソ」と音がするまで殖実に差し込んでくだ 
さぃ。 

□ 書き込み禁止にしていませんか？ 

ー フ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチのノッチを r 書き込み巧」じ 
セットしてください。 

□ フォーマットしていますか？ 

- フォーマット済みのフ□、ソピーディスクを使用ずるか、セットしたフ□、ソピー 
ディスクをフォーマットしてください。フォーマットの方法については、 0 S 1 こ 
添付のマニュアルを参照してください。 

□ 巨 I 0 S の設定を闇違えていませんか？ 

一本装置の BIOS セットアップユーティリティで US 目デバイスを無効 I こずることが 
できます 。 （Legacy floppy は無劾じしておく必要があります)目 I 0 S セットアッ 
プユーティリティで設定を磕認して<ださい。 

く磕言おするメニュー： 「 Main 」 一 「Legacy 円 oppy A 」 

「 Advanced 」 「1/0 Device Configuration 」 

「USB Controller 」 

「 Advanced 」 一「1/0 Device Configuration 」 

「Legacy USB Support 」 

「 Security 」 一 [Floppy Write P 「 otect 」> 

□ 本装置が Secure Mode で動作していませんか？ 

-Secure Mode 中は、設定内容によっては フ □、ソピーディスクドライブへの書き 
化みが禁止されている場合がありまず 。 Secure Mode を解除するには丰ーボー 
ドから巨 I 0 S セッ ト アップ ユー ティリティで設定した ユー ザーパスワードを入力 
してください。 
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© CD-ROM にアクセスでをない 

□ CD - ROM ドライブのトレーに磕実にセットしていまずか？ 

ートレーじは CD - ROM を保持ずる ホルダー があります。 ホルダーで 磕実に保持さ 
れていることを確認してください。 

□ 本装置で使用できる CD - ROM ですか？ 

一 Macintosh 専用の CD - ROM は使用できません。 

(D CD-R ディスクにアクセスでさない 

□ CD - R ディスクの表裏を圍違えてセットしていませんか？ 

ートレイか 6 CD - R ディスクを取り化し、 CD - R ディスクのトップレーベルを上に 
して> セットし直してください。 

□ CD - R ディスクにミちれやキズがありませんか？ 

一 CD - R ディスクの表面に指紋などのまれやキズがないことを植認してください。 
ミちれがある場合は、 CD - R ディスクの表面をクリーニングしてください。それで 
も読み込みができない場合は、アクセスが巧能だった別の CD - R ディスクに入れ 
替えて、再度、読み込みができるかどうか殖認してください。 

□ CD - R ディスクがク□—ブされた状態になっていますか？ 

ーセッションをク□-ズした状態にずるかディスクを閉じた状態にして、再度、 
読めるかお認してください。 

□ 書き込みドライブに適合した書き込みソフトおよび CD - R ディスクで CD - R ディスク 

を書き込みしましたか？ 

一書き込みドライブ、書き込みソフト、および CD - R ディスクの組み合わせが正し 
くない場合、本装置の CD - ROM ドライ)で読めないことがあります。 

( D 八ードディスクドライブにアクセスでさない 

□ 本装置で使用できる八ードディスクドライブですか？ 

-弊社が指をずる磯器外は動作の保証はできません。 

□ 八ードディスクドライブは正しく取り付け5れていますか？ 

一八ードディスクドライブの八ンドルじあるレバーで確実に□ックしてくださ 
し、不完全な状態では、内部のコネクタに接続されません （133 ページ参照)。 

® SCSI 装置にアクセスでをない 

□ 本装置で使用できる SCSI 装置ですか？ 

一魄社が指をする機器 t (外は動作の保証はできません。 

□ SCSI コント□-ラ（オプション）の設をを聞違えていませんか？ 

ーオプションの SCSI コント□—ラボードを搭載し、 SCSI 装置を接続している場 
合は、 SCSI コント□ーラボードが持つ B の S セットアップユーティリティで正 
しく設をしてください。詳しくは SCS I コント□ーラボードに添付のマニュアル 
を参照して < ださい。 

□ SCSI 装置の設をを圍違えていませんか？ 

一 SCSI 装置を接続している場合は 、 SCSI ID や終端抵抗などの設定があ要です。 
詳しくは SCSI 装置に添付のマニュアルを参照してください。 
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© PCI デバイスを増設後、正しく動作しなくなった (PCI ホットプラグについては3色6 

ページを参照） 

□ ボードを正しく取りがけていまずか？ 

一169ページを参照して正しく取り付け直してください。 

□ ボードに割り当てた割り込み設定を闇違えていませんか？ 

一207ページを参照して正しく設定してください。 

□ 目 IOS セットアップユーティリティの Option ROM 設定が、 OS ブートを巧うボード 
のス□ットを除き、 Disable になっていまずか？ 

一目 I 0 S セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

く磕認ずる メニュ ー：「 Advanced 」 一 [PCI Configuration 」 一 「PCI Slot nj 
( n : 取りがけたボードの PCI ス□、ソト番号）一 
「Option ROM ScanJ > 

□ ネットワークボードを増設し、ネットワークブートを行わない場合、目 I 0 S セット 
アップユーティリティの設定で増設した Slot の Option ROM 設定が Disablel こなっ 
ていまずか？ 

一 目 I 0 S セットアップユー ティ リ ティで 設定を確認してください。 

く磕認ずる メニュ ー：「 Advanced 」 一 [PCI Configuration」「PCI Slot nJ 
( n : 取り付けたボードの PCI ス□、ソト審号）一 
「Option ROM ScanJ > 

(D USB デバイスが エラーする 

□ 本装置前面の US 己コネクタに USB 2.0 のデバイスを接続していませんか？ 

-本装置前面の US 己コネクタは USB 1.1 専用です。 USB 2.0 を使用する場合は本装 
置背面の USB コネクタを使用してください。 

感 OS を起動できない 

□ フ□、ソピーディスクをセットしていませんか？ 

-フ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 

□ EXPRESSBULDER をセットしていませんか？ 

- EXPRESSBUILDER を取り化して再起動してください。 

□ 0 S が玻損していませんか？ 

一 修復プ□セスを使って修復を試してください (387 ページ)。 

( D 正しい CD-ROM を挿入したのにに TF のメッセージび表示される 


CD-R 日 M が挿人されていないか、誤った 
CD-R 日 M が挿人されています。 

正しい CD-ROM を挿人してください。 


0K 


□ CD - ROM のデータ面が汚れていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

- CD - ROM ドライプから CD - ROM を取り化し、よごれや傷などがないことを確認 
してから、再度 CD - ROM をセットし、 [0 K ] をクリックしてください。 
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© 有 i 巨 a ドライバの速度設定を1 000 Mbps か51 00 Mbps に変更した場合、 

ESMPR0/ 統合ビユーアのデ~タビユーアにてネットワークの詳細を参照ずると、設 

定したスピードが不正表示り000 Mbps か5100 Mbps 設定晚1000 Mbps と表示） 

される 

一 giga ドライバのま度設をを変更した場合，表示が不正になりまずが、 LAN ドラ 
イバの動作には影響ありません。 

③ [システムプ□パティ]の[全般]タブの中でプ□セッサの名称びずれて表示される 

- 本装置の動作には問題ありません。 

③ ネットワーク上で認識されない 

□ ケーブルを接続していますか？ 

一本装置背面にあるネットワークポートにお実に接続してください。また> 使用 
するケーブルがネットワークインタフエースの規格に準拠したものであること 
を確認してください。 

□ B の S の設をを闇達えていませんか？ 

一本装置の B の S セットアップユーティリティで内蔵の LAN コント□—ラをお劾に 
することができます。 B の S セットアップユーティリティで設定を確認してくだ 
さい。 

<お認する メニュ ー ： 「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 

「Embedded N に1」、 rEmbedded N に2」> 

□ プ日トコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一本装置専用のネットワークドライバをインストールしてください。また、 TCP/ 
IP などのプ〇トコルのセットアップや各種サービスが殖実に設定されているこ 
とを確認してください。 

□ 転送ま度の設をを圍違えていませんか？ 

一本装置に標準装備の内蔵 LAN コント□-ラ1は、100 Mbps/10Mbps の転送ま 
度のネットワークで使用することができます。巧蔵 LAN コント□ーラ2は， 

1000 Mbps/ 100 Mbps/ 1 0Mbps の転をま度のネットワークで使用することが 
できまず。この転送ま度の切り替えや設定は 0S 上か6斤えますが、 「Auto 
Dete は」という機能は使用せず、接続している Hub と同じ転をま度で固をじ設定 
してください。また、接続している Hub とデュプレックスモードが同じである 
ことを植認してください。 

③ PCI ホットプラグが正しく巧えない 

□ B の S の設をを闇達えていませんか？ 

一 PCI ホットプラグを巧う場合は、己の S の SETUP ユーティリティであ6かじめ設 
定を変更してお < か要があリます。 

く確認する メニュ ー ：rAdvancedJ 「PCI Configuration」 一 
「Hot Plug PCI Control」 一 
「Minirnurn/Middle/Maxirnum*」> 

-取りがけるボードじよって設を値が異なりまず。詳細は202ページを参照してくださ 
い。 

く確認する メニュ ー ：rAdvancedJ 「PCI Configuration」 一 
「Hot Plug PCI Control」 一 
[Empty Bus Default Speed」 一 [PCI Slots 5-6」 また 
は、 「PCI Slots 7-8」 一取りがけるボードのスピード> 
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© PCI ボードの Hot Remove または、 Hot Replace において、 QS か 5 ボードのドライ 

パを停止でをない 

□ Hot Remove または 、 Hot Replace する PCI ボードを他のソフトウェアが使用して 
いませんか？ 

一 Hot Remove または 、 Hot Replace ずる PCI ボードを他のソフトウェアが使用し 
ているとドライバを停止できません。該当するソフトウェアを終了させてか 
ら、 PCI ボードのドライバを停止させてください 。 Hot Replace の場合はボード 
の取り付けが終了した後に、終了させたソフトウェアを起動してください。 

© 管理 PC か5本装置び認識でをない 

□ 管理 PC には Java 2 Runtime Environment , Standard Edition 1.4.2_04 tJ 降が適 
用されていますか？ 

Java 2 Runtime Environment , Standard Edition 1.4.2_04 J : J 降があ要でず。 
W 下の場所よリダウン□ー ドできます。 

http :// java . sun . com / j 2 se / 

□ LAN / に MB ケーブルが正しく接続されていますか？ 

- 管理用 LAN ポート/に MB ポートに接続しているケーブルの状態を確認してくだ 
さい。ケープルが正しく接続されていないと本装置のセンサを正しく参照する 
ことができません。 

また> 接続については、誤って本体の LAN コネクタやシリアルポートコネクタ 
に接親していないことを痛認してください。 

□ IP アドレスが重なっていませんか？ 

一 管理用 LAN ポートの IP アドレスは出荷時、192.168 .1.1 に設定されておりま 
ず。同ーネットワーク上に同一の IP アドレスがあると正常に認識されませんの 
で IP アドレスの変更を巧ってください。 

□ ESMPRO / ServerAgent において本装置の監視設定がされていますか？ 

一 ESMPRO / ServerAgent の設をを変更してください。設定ちまは Windows 〕 ン 
卜 □- ルパネルの ESMPRO / ServerAgent を起動し、「システム」タブの 
正 xpress 5800本装圍一腰視する]チェックボックスをチェックしてください。 
(デフォルトの設定は r 監視しない」に設定されています。 ） 設定変更後、自動的に 
本装置の監視が開始されます。設を変更後サーバを再起動する必要はありません 
が、本装置が参照できない場合はツリーの再構築を実施して<ださい。 

□ ファイヤーウォールやゲートウェイで接続制限されていませんか？ 

-ファイヤーウォールなどの接続制限に引っかかっている可能性がありまず。 
LAN ク□スケーブルにて直接クライアント PC を接続し接続問題が解まする場合 
には、4章の r リモートマネージメント機能」一 r ネットワークの設走」 （26 已ぺ一 
ジ)を参照し、ファイヤーウォールやゲートウェイなどを再確認してください。 

③ Web の U モート KVM コンソールの画面に、装置のコンソール画面が現れない 

□ 本装置の解像度設定は正しいですか？ 

一本装置画面を表示ずる場合は、解像度1024 X 768, リフレッシュレート 75 HzW 
内に収まるように適切な画面設定を行って<ださい。 
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本装置の電源を OFF し、電源コードをコンセントから巧く。 

BMC コンフイグレーシヨンジャンパ (85 ぺージ参照）に実装しているジャン 


□ 0 S が Linux の場合、テキストモードで使用していますか？ 

一 X - Windows などグラフィック画面表示を行うとモニタ/ドライバ/ビデオメモリ 
の設定により表示できない場合がありまず。テキストモードでの運用をお勧め 
します。 

一 Linux 対応については、『8蓄街』： http :// nec 8. com / の " Linux on Express 580 0" 
から最新/詳細情報を取得して < ださい。 

(D Web ブラウザか5リモートマネージメント機能を利用ずる際の□グイン名/バスワード 

を忘れてしまった 

一□グイン名やパスワード設をを忘れてしまったときに己 MC コンフィグレーシヨン 
ジャンパの実装位置を変更することにより，パスワードを含むを設をを工場化荷時 
の状態に戻すことができまず。 

H-O この操作を巧うと、 DianaScope と本装置を接続ずるために必要な BMC ① 

設定らク U アされまず。 

DianaScope をご使用の場合には、本操作を行う前に DianaScope と接続 
ずるための設定を F □などにな存し、本操作をに再設定してください。 

BMC の設定は 、 DianaScope A 臣 ent や EXPRESS 日 UILDER のシステム 
マネージメント機能で設定/保存できまず。 


パをじ(下のようじ変更する。 

JP2 

11 
12 


2 


〇 

〇 

〇 

〇 

oD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 日 


化巧時のジャンパ実装位置 


JP2 


2 


〇 

〇 

〇【 

]〇 

〇 

〇 

〇 


1〇 

〇 


11 

12 


パスワードクリア実行時のジャンパ実装位置 


3. 電源コードを接続する。 

4. 電源を OFF のまま、30秒 W 上持った後、電源コードをコンセントか6あく。 
已.电ラー度ジャンパ位置を出荷時の位置に戻します。を種設走が巧期設走値 

に戻りますので、再度設定してください。 


Windows Server 2003 x64 Editions につし、て 


(D 


Windows Server 2003 x 64 Editions のインス [ ルをす了うと、じ(下のよつなイ 

ベント□グが登録される場合がある 

ソース： LoadPerf 

種類： エラー 

イベント ID : 3009 

説明： サービス C :¥ WINDOWS ¥ syswow 64¥ ipsecp 「 f.ini 

に: ¥ WINDOWS ¥ syswow 64¥ ipsecprf . ini ) のパフ ォー マンスカウンタ 
の文字列をインストールできませんでした。エラー コー ドはデータセク 
シヨンの最初の DWORD でず。 


システム運用上、間題ありません。 


12 
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Windows Server 2003 x 64 Editions のインス I ルを巧うと、政下のようなイ 

ベント□グが登録される場合がある 


ソース： 


DCOM 




種類： エ ラー 

イベント ID : 10016 

説明： コンピュータ既定:権限の設定では、 CLSID {日日 5 F 3418- D 99 E -4 E 己 1- 

800 A -6 E 89 CFD 8 B 1 D 7} をちつ COM サーバーアプリケーシヨンに対す 
る□一カルアクティブ化アクセス許可をユーザー N T 
AUTHORITY¥LOCAL SERVICE SID に- 1-5-19) じ与えることはでき 
ません。このセキュリティのアクセス許可は、コンポーネントサービス 
管理ツールを使って変更できまず。 

-システム運用上、問題ありません。 

Windows Server 2003 x 64 Editions のインストールをラと、 L ソ下のようなイ 

ベント□グが登録される場合がある 


ソース： WinMgmt 

種類： 警告 

イベントの：日 603 

説明： プ□バイダ Rsop Planning Mode Provider は WMI 名前空間 

「 oot ¥ RSOPl こ登録されましたが、 HostingModel プ□パティが指定さ 
れませんでした。このプ□バイダは Loca に ystem アカウントで実行さ 
れます。このアカウントには特権があり、プ□バイダがユーザー要求を 
正しく偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性がありまず。 
プ□バイダのセキュリティの動作を確認し、プ□バイダ登録の 
HostingModel プ□パティを、必要な機能が実巧巧能な最ル限の権限 
を持つアカウントに更新してください。 

ーシステム運用上、問題ありません。 

® Windows Server 2003 x 64 E 出 tions のインス I ルを巧うと、じ TF のようなイ 

ベント□グが登録される場合びある 

ソース： WinMgmt 

種類： 警告 

イベントの： 63 

説明： プ□バイダ HiPe 「 fCooke 「_ v 1 は Loca に ystem アカウントを使うため 

に WMI 名前空閨 Root ¥ WMt に登録されました。このアカウントには 
特権があり、プ□バイダがユーザー要求を正しく偽装しない場合はセ 
キュリティ違反が起こる可能性があります。 

: プ□バイダ WMIProv は LocalSystem アカウントを使うために WMI 

を前空間 Root ¥ WMI じ登録されました。このアカウントには特権があ 
り、プ□バイダがユーザー要求を正しく偽装しない場合はセキュリティ 
違反が起こる可能性がありまず。 


システム運巧上、問題ありません。 
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Windows Server 2003 x 64 Editions のインストールを; 5 ラと、 LU 下のようなイ 

ベント□グが登録される場合がある 


ソ ース： 
種類： 

イベント ID: 
説明： 


Service Control Manager 

エラー 

7011 

Dfs サービスからのトランザクション応笞の待機中にタイムアウト 
(30000 ミリ秒）になりました。 


-再起動後にこのイペントが登録されていない場合、問題ありません。 


Windows Server 2003/Windows 2000 につし、て 



政下のイベント□グが記録される 


イベント ID: 4 

ソース： E100B 


種類： 警告 

メ、ソセージ ： Adapter Intel(R) PRO/ 100 Network Connection: Adapter Link Down 
該当装置： < 本装置のモデルを > 

該当 LAN: 100BASE 


一本装置の LAN ポートにネットワークケーブルを接続していない場合に、本イべ 
ント□グが登録される場合がありまずが， LAN ドライバの動作には影響ありま 
せん。ネットワークケーブルを正しく接続ずると登録されなくなります。ま 
た、 100 BASE の LAN ポートを使用しない場合は、デバイスマネージャ等か 6 
100 BASE の LAN を無规こ設定ずるか、 B の S の設をにて， Disable に設定を変 
更することにより、登録されなくなります。 

® LU 下のメッセージが表示され、□グインできなくなった 

一 Windows Server 2003 では、 Windows 製品のライセンス認証手続きを完了し 
ないまま使用していると、下記のメッセージが表示されます。[はい]を選んで 
Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 


Windows 製品のライセンス認証 

続行する前に Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 
手続きが完了するまで□グオンずることはできません。 

令すぐ手続きを実行しますか？ 


はい （Y) 


いいえ (N) 


キャンセル 
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Windows Server 2003 の運用中、イベントビユーアに下記内容の EvntA 旨 nt の 

警告が登録される場合がある 

イベント ID : 1003 

説明： TraceFileName パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースファイルはです 

イベントに：1015 

説明： TraceLevel パラ六ークがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースレベルは32でず。 

-システム運用上、問題ありません。 




Windows のインス I ル中、イベントビューアのシステム□グに;夕のような内容の警 

告げ記録される 


ぺージング操作中にデパイス ¥Device¥CdRomO 上でエラーがお化されました。 


(D 




- システムの運用上、聞題ありません。 

Windows のインス!ル中、テキストべースのセットアップ画面で、で字化けした 

メッセージが表示され、インス I ルび続行できない 

□ 複数の八ードディスクドライブを接続したり、ディスクアレイコント□ーラ函下に 
複数のシステムドライブを作成してインス I —ルを行っていませんか？ 

一 0 S をインス I — ルする八ードディスクドライブじ(外の八ードディスクドライブ 
をいったん取り外した状態でインストールを巧ってください。 

-ディスクアレイコント□-ラ函下のディスクにインス!ールずる場合は、シス 
テムドライブを複数作成せず、1つだけ作成してインストールを巧ってくださ 
し、複数のシステムドライブを作成する場合は、インストール完了後、ディス 
クアレイのコンフイグレーシヨンユーテイリテイを使用して追力□作成してくだ 
さい。 

Windows のインス I ル中、イベントビューアのシステム□グにじ TF の□グが出力さ 

れる 


サーバはトランスポー h¥Device¥NetBT_Tcpip_{..... :}にバインドできませんでした。 


トランスポートが初期アドレスのオープンを拒否したため.初期化に失放しました。 


ネットワークの別のコンピュータが同じを前を使苗しているため，サーバーはトランスポート 
¥Devbe¥NetbiosSmb にバインドできませんでした。サーバーを起動できませんでした。 




ーネットワークドライバの更新時に発生します。システムの運用上、問題ありま 
せん。 

Windows のインス I ^ールを正しくでをない 

□ インストール時のま意事項を確 f 忍していますか？ 

一^4ぺージ（または、オンラインドキュメント）を参照してください。 


運用•な守編 


371 



















® Windows のインス I ルをにデバイスマネージャで日本語1 06/109 キーボードが 

英語101/ I 02キーボードと認識される 

ーデバイスマネージャでは英語101/102キーボードと認識されていまずが，キー 
ボードの入力は日本語106/109キーボードの配列で巧うことができます。日本 
語106/109キーボードに変更したいときは、 t (下の手順で変更して<ださい。 

1. [スタートメニュー]か5[設定]を違択し、[コント□-ルパネル]を起動ずる。 

2. [管理ツール]内のロンピュータの管型を起動し[デバイスマネーツャ]をク 
リ、ソクする。 

3. [キーボー円をクリックし、じ(下のプ□パティを開く。 

101/102英語キーボードまたは 、 Microsoft Natural PS /2 キーボード 

4. [ドライバ]タブの[ドライバの更新]をクリックし、[このデバイスの既巧の 
ドライバを表示してその一覧か6違択する]を選択する。 

5. 「このデバイスクラスの八ードウエアをずべて表示」を違択し、日本語 PS / 
2キーボード (106/1 09キー）を還択して[次へ]をクリ、ソクずる。 

日.ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 

7. W 下のメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックして操作を続行 
ずる。 



( D システムのアップデートび適用でをない 


□ Windows 2000 ServicePack なし/1/2/3を適用しようとしていませんか？ 

一本装置では ServicePack なし/1/2/3は、サポートしておりません。 
ServicePack 4 W 上を使用ずる必要があります。 

ServicePack 4が含まれた Windows 2000 CD - ROM を使用しインス I -- ルを 
された場合は、再度 ServicePack 4を適用ずるぶ、要はありません。 

Windows の動作が不安定 

□ システムのアップデートを巧いましたか？ 

一 0 S をインストールした後にネットワークドライバをインストールずると動作が 
不安定じなることがあります。48ページまたは72ページを参照してシステムを 
アップデートしてください。 

③ 障害発生時、「自動的に再起動ずる」の設定で、設定どおりに動作しない 

一障害発生時に r 自動的に再起動する」の設定にかかわ6ず、自動的に再起動ずる 
場合や再起動しない場合がありまず。再起動しない場合は、手動で再起動して 
ください。 

③ ブルー画面で電源 OFF びできない 

ーブルー画面で電源を 0 FR こする時は、強制電源 OFF (強制シャットダウン: 
POWER スイッチを4秒圍押し続ける)を巧ってください。一度押しでは電源は 
OFF じなりません。 
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(D 


イベント1 

日け： 

2放1/07/02 

ソ—ス： 

Application Popup 

♦ 1 

時别： 

22:13 

分規 

ねし 


桂規 

’语が 

イでノト ID： 

41 

♦ 1 

ユ-ザ—の)： 

剛 



% 1 

コンビュ-がな 

SERVER-1 





プ□セッサを増設を、起動ずるたびにイベント□グび表示される 

—オプションのプ□セ、ソサの中に 
は異なるレビジョン （ステ、 ソピ 
ング）のものが含まれている場 
合があります。異なるレビジョ 
ンのプ□セ、ソサを混在して取り 
付けた場合、 Windows ではイ 
ベントビューアの システム □グ 
にち図のような□グが表示され 
まずが、動作には問題ありませ 
ん。 


UXJ 


i 洲必 _ 

にのマルチブ□たウサシステムの CPU は、一がが同财ピジョンレべ心で’はありませ/ U* すべ 
てのブ□むツサをほ用するをめじオペトティンヴシステムをシステムで巧おな最小のブロ 
.だ州け顺します。このシステムで巧壁が発をする巧含は、び U お适元に巧い合わせて 
’この急をブ Hit 州げサボ-卜されているかどうかを構5してください。 

I 

デ-$の： a バイト旧）—广つード (W) 


)0000： 00 00 00 00 0100 d 4 00 . 
{0008; 00 00 00 00 23 〇〇 〇〇 40 . 



:〇〇巧； 00 00 00 00 00 00 00 00 . 
0020： 00 00 00 00 00 00 00 00 . 


Jd 



J キサンだル ■ I 


® Windows 2000 Service Pack を運用中、イベントビューアに下記内容の 

WinMgmt の警告び登録される場合びある 

イベントの： 37 

説明： ライブラリ巧で不明な問題が発生したため 、 WMI ADAP は"ファイルを 

"パフォーマンスライブラリを読み込むことができませんでした。また 
OxOService Pack 3 CD - ROM を使用した場合は、 CD - ROM ドライブか 
6抜き取ってください。 

イベント ID : 41 

説明： Collect 関数で時聞違反があったため、 ADAP ば'ファイル各 I パフォーマ 

ンスライブラリを処理できませんでした。または009サブキーで値が見 
つか6なかったため 、 WMI ADAP はパフォーマンスライブラリ"ファイ 
ル名"のオブジェクトインデックス"インデ、ソクス番号"を作成しませんで 
した。 

イベント ID : 61 

説 B 月： open 関数で時間違反があったため 、 WMI ADAP は"ファイルを"パ 

フオーマンスライブラリを処理できませんでした。 




カウンタの聞題または WMKWindows Management Instrumen ね tion ) パ 
フォーマンスライブラリ dredger の無タカな正の戾リ値が原因で登録されること 
がありまずか\運苗上は特に聞題はありません。 

Windows 2000 Service Pack を運用中、イベントビューアに下記内容の 

LoadPe けの警告び登録される場合びある 

イベント ID : 2000 

説日月： インストールファイルでオブジェクトの一覧が見つかりませんでした。 

オブジェクトの一覧をインストールファイルに追力□すると、パフォーマ 
ンスカウンタを計測するときに、システムのパフオーマンスが日女善され 
ます。 


WMKWindows Management Instrumentation ) が表示されたパフォーマンス 
カウンタを求めることが原因で登録されることがありまずが、運用上は特に問 
題はありません。 


運用•保守編 
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Windows 2000 Service Pack を運用中、イベントビューアに下言己内容の 「asctrs 

の警告び登録される場合がある 


イベント ID : 2001 

説巧： インス I ルファイルでオブジェクトの一覧が見つかりませんでした。 

オブジェクトの一覧をインストールファイルに追出すると、パフォーマ 
ンスカウンタを計測ずるときに、システムのパフォーマンスが改善され 
ます。 


一 System 「 oot¥system32¥d 「 ive「s フォルダ西下に ND に WAN. SYS がを在するか 
どうか殖認してください。システムの再起動後に本エラーが登録されていない 
場合は、運用上は特に問題はありません。 

©運用中に、システムイベント□グに;夕のような内容のエラー、および警告が記録される 


ィベン HD : 

ソ ース： 
種類： 

分類： 

説明： 


ィベン HD : 

ソ ース： 
種類： 

分類： 

説明： 


ィベン HD : 

ソ ース： 
種類： 

分類： 

説明： 


ィベン HD : 

ソ ース： 
種類： 

分類： 

説明： 


11 

lANSMiniport 

警告 

なし 

次のアダプタリンクは接続されていません。 
lntel ( R ) PRO /1000 MT Dual Port Network Connectio .... 

13 

lANSMiniport 

警告 

なし 

lntel ( R ) PRO /1000 MT Dual Port Network Connectio ....が チームで 
無効化されました。 

16 

lANSMiniport 

エラー 
なし 

チーム#0、最後のアダプタはリンクを失いました。ネットワークの接 
続が失われました。 

22 

lANSMiniport 

警告 

なし 

プライマリアダプタはプ□ーブを模化しませんでした。 
lntel ( R ) PRO /1000 MT Dual Port Network Connectio ....原因でチー 
ムが分割されている可能性があります。 


一 Teaming の設定をした場合、システム起動時に上記のイベント□グが記録され 
ますが、 LAN ドライパの動作上問題ありません。 
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EXPRESSBUILDER について 

EXPRESSBUILDER か 6 本装置を起動できない場合は、次の点について殖認してください。 

□ POST の実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しましたか？ 

一 POST を実行中に EXPRESSBUILDER をセットし，再起動しないとエラーメッセージ 
が表示されたり、 0 S が起動した U します。 

□ B の S のセットアップを聞違えていませんか？ 

一本装置の团 0 S セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順序を設定する 
ことができまず。己の S セットアップユーティリティで CD - ROM ドライプが最初に起 
動するよう順唐を変更して<ださい。 

< st 認ずるメニュ ー ： 「 Boot 」〉 

EXPRESSBUILDER 実行中、何6かの障きが発生すると、下のようなメッセージが表示さ 
れまず。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

この他にもシームレスセットアップでディスクアレイ構築時やシステム診断を実行したとき 
じ障害を横化するとエラーメッセージが表示されます。表示されたメッセージをメモし、保 
守サービス会社までご連絡<ださい。 


メッセージ 

原因と処理方法 

本プ□グラムの動作対象マシンではありません。 

EXPRESS 巨 ULDER の対象マシンではありません。対 
象マシンで実行してください。 

NvRAM へのアクセスに失敗しました。 

不揮発性メモリ （ NvRAM ) じアクセスできません。 

八ードディスクへのアクセスに失敗しました。 

八ードディスクドライブが接続されていないか、八一 
ドディスクドライブが異常です。八ードディスクが正 
常に接縮されていることを確認してください。 

マザーボード上に装置固有情報がを在しません。 
オフライン保守ユーティリティの[システム情報の 
管型を使用してパックアップした情報をリストア 
するか、情報を書き込んでください。 

この作業は、保ず員] U 外は巧わないでください。 
オフライン保守ユーティリティを起動しますか？ 

マザーボード交操時など、 EXPRESSBUILDER が装置 
固有情報を見つけられない場合に表示されます。保守 
員はオフライン保守ユーティリティを使用して情報を 
書き込んでください。 


ディスクアレイに関するセットアップ中に障害をお化ずるとディスクアレイのセットアップ 
をスキップします。このようなメッセージが現れた場合は、ディスクアレイコント□ーラま 
たは八ードディスクドライブじ障害が発生している可能性があります。保ずサービス会社に 
保守を化頼してください。 
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シームレスセットアップについて 

( D 指定したパーティシヨンサイズよりちルさい容量の八ードディスクドライブを使用し 

てインス!-―ルしようとしたときに下のメッセージが表示された 


お定された ; v- ティシかサイス ’ はドテ ’ ィかの淀保可能な容量を超えています。 
セットアの ‘ はおおできる最大サイス ‘ で ; r - テイシヨンを作ぶしました。 

セット ? の ‘ を続行します。 


r OK 1 


一異常ではありません。 < Enter > キーを押してインス!ルを続けてください。 

(D CD 书 0 M か S ファイルをコピー中または CD - ROM をチェック中に画面表示び乱れた 


一 < R > キーを巧してください。 < R > キーを巧しても何をも表示されるときは、 
シームレスセットアップをはじめか6やり直してください。それでも同じ結果 
が化たときは保守サービス会社に連絡して、 CD - ROM ドライブの点檢を依頼し 
てください。 

( D 自動インス!ルが中断し、セットアップ情報を入力ずるよラにボめ5れた 


一設をしたセットアップ情報に聞違いがありまず。メッセージに従って正しい値 
を人力してください。インストールをキャンセルするあ要はありません。 
Windows ではセットアップの最後のリブートで再度、く Erite 「> キーの入力を要 
求されることがあります。 

(D ロンピュータの役割」画面で[終了]が表示される_ 


(D 


ここで[終了]をクリックずると、その後の設定はシームレスセットアップの既 
定値を自動的に達択して、インストールを巧います。 

<既定値> 

ネットワークプ □ トコルの設走 

プ□トコル： TCP/IP [ DHCP 指茵 

サービス： Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有 

の還択 

クライアント： Microsoft ネットワーク用クライアント 
コンポーネント： SNMP 、 IIS ( Professional/Windows Server 2003除く） 


アプリケーシヨン： 


ESMPRO/ServerAgent 

エクスプレス适報サービス 

Power Console 円 us (デイスクアレイシステム構築時） 


r コンピュータの役割」画面で[終了]が表示されない 


一作成済みのセットアップ情報ファイルを□ードした場合は表示されません。 

一[終了]は、最初に[コンピュータの役割]画面に移ったときにのみ表示されま 
す。一をでも[コンピュータの役割]から先の画面に進むと[戻る]を使用して、 
[コンピュータの役割]画面に戻っても、[終了]は表示されません。 
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© rH °- ティシヨンの使用方法」で r 既巧/ド-ティシヨンを使用ずる」を選択したのにディスクの全領域 

が QS 領域としてインス I ^ールされている 

□ 流用するパーティション W 外(保守領域を除く）にパーティションが存在しましたか？ 

一流用ずるパーティションじ(外にパーティションがを在しなかったとき全領域を 
確保して Windows をインストールします。 

® ドメインに参加ずるように設定したのに、ワークグループでインストールされている 

-インストール中，ドメインの参力□に失敗した場合、ワークグループでセットアップし 
ます。コント□ールパネルーシステムか6ドメインの参力□設をを行って<ださい。 

□ ホスト名に2バイト文字を使用していませんか？ 

^ Windows Server 2003の場合、ホストをじ2パイト文字を使用するとドメイン 
の参力□に失敗します。失敗した場合は、コント□—ルパネル^システムか6ドメ 
インの参力□設定を巧ってください。 

© パーティションサイズに大きな値を指定したのに、実際に Windows を起動してみる 

と、409已 MB でシステムパーテイシヨンび作成されている 

□ r が-ティションサイス''」で実領域 W 上の値を設をしていませんか？ 

-全領域(保守領域を除く）を1パーティションで作成したい場合は r 全領规を設定 
するようにしてください。 

□ り r - ティションサイス’」で200 GBW 上の値を設定していませんか？ 

ー パーティションサイズは200 GB 未満に設走してください。 

® 2 GB じ Lh のパ~テイシヨンに NTFS でインス I ルしたのにクラスタサイズが已12バ 

イトでインス I ^ールされる 

ーシームレスセットアップの仕様です。512バイト W 外のクラスタサイブでイン 
ストールしたい場合は、マニュアルセットアップをしてください。 

( D ディスプレイのお像度として指定したものと違う解像度で Windows び起動した 

- ディスプレイの解像度は、指定された設定が使用できなかった場合、それにお 
い設定かまたはドライバのデフォルト値が使用されます。 

( D 間違ったプ□ダクト ID / CD キーを入力してしまった 

- 闇違ったプ□ダクト ID / CD キーを入力しても、自動インストールは開始します。 
しかし、自動インストール中にストップ、再入力を促されます。また、この場 
合、自動インストール中の GUI セットアップ終了のリブート時に人力要ホが発生 
します。これら2回の入力を行えば、 Windows のセットアップには聞題はありま 
せん。 

( D ネットワークアダプタの詳細設定ができない 

- シームレスセットアップでは、ネットワークアダプタの詳細設走は行えませ 
ん。 Windows の起動後、コント□-ルパネルか6設定してください。 
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( D シームレスセットアップで設定しなかったネットワークアダプタの設定び行われて 

Windows び起動した 

一 Windows は認識したネットワークアダプタは既定値に設定してインス I ルし 
ます。設をの変更は、 Windows の起動後，コント□ールパネルか6行えます。 
また、シームレスセットアップで設定したが、実際に接続されていなかった場 
合、アダプタのセットアップは行われませんが，プ□トコルのインストールだ 
けは行われます。 

( D 複数枚ネットワークアダプタを装着し、アダプタごとに違うプ□トコルを設定したの 

に、どのアダプタちずべてのプロトコルび設定されている 

-仕様です。をアダプタにはインストールされたプ□トコルずベてが使用できる 
ように設をされます。シームレスセットアップで設走できないものは、すべて 
既定値になります。 

③ 複数枚ネットワークアダプタを設定したとを、 TCP / lP 7 a トコルの詳細設定がずベ 

て DHCP を使用ずるになっている 

-複数おのネットワークアダプタを設定したときに、プ□トコルの詳細設定がす 
ベて既定値になることがあります。コント□-ルパネルか6詳細設定を行って 
ください。 

③ ネットワークアダプタを複数枚接続していないのにプロトコルの詳細設定びずべてデ 

フオルト設定になっている(側 TCP/IP の場合 IP アドレス設定したのに DHCP 設定に 

なっているなど） 

□ 複数のプ□トコルを設定していませんか？ 

一この場合、複数のネットワークアダプタを接続したときと同じ状態になるた 
め、プ□トコルの詳細設をがデフォルト設定になってしまいます。 0 S 起動後に 
コント□—ルパネルから詳細設定を行ってください。 

® シームレスセットアップ中、 ros 差分モジュールのコピー」もしくは ros cd-rom の 

挿入」時に 1 U 下のメッセージび表示され、セットアップが中断ずを 


Bad Command or filename 
Insufficient disk space 


- W 下の手順に従って SCSI コント□ーラの BIOS の設定:を確認してください。本 
書に記載されていない SCSI コント□-ラの手順については、 SCSI コント 
□—ラの説明書を参照し rint 13 Extensions 」 の設定を磕 f 忍してください。 

く A に-7892の場合> 

1. POST 中に A に-7892が表示されたらく Ct 「 l >+ く A > キーを押す。 

* POST 中じく Ct 「 l > キーと他のキーとを同時に押した後、まれにキー操作が不正となり 
ます。その墙合、もう一度く Ct 「 l > キーを押すと復旧します。 

2. rConfigure/View Host Adapter Settings 」 を選択ずる。 

3. 「Advanced Configuration Options 」 でく En 1: e 「> キーを 押ず。 

4. 「BIOS Support for Inti 3 Extensions 」 を 「 EnablecUl こ変更ずる。 

日. BIOS のメニューを終了し、システムを再起動する。 

6. シームレスセツトアップを実行する。 
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© Windows 2000で「ディスクの管理」で容量表示び不正となり、を領域び指定できない 

□ 記憶容量が 128 GB と J 上の大容量の八ードディスクドライブを単体ディスクとして 
使用して、 0 S をインストールしていませんか？ 

一 0 S インストール後、 t (下のいずれかの処置を行うことで八ードディスクドライ 
ブの全領域を使用できるようになリます。ただし、既をのパーティションサイ 
ズを変更することはできません。 

-システムのアップデート時にサービスパック4を適用してください。 

-サービスパック4より新しいサービスパックを適用する場合には、 RUR の 
フ□、ソピーディスクか6適用してくださし乂2005年4月時点でサービスパ，ソ 
クは4までリリースされています)。 

( D シームレスセットアップ中、「パーティシヨンの作成」時にセットアップび中断ずる 

□ OS をインストールずる八ードディスクドライブ W 外の八ードディスクドライブを 
接続していませんか？ 

一 OS をインス I ルする八ードディスクドライブじ(外の八ードディスクドライブ 
を取りかし、シームレスセットアップを行ってください。 

® シームレスセットアップを使用できない 

一 Microsoft Windows Server 2003 x 64 Editions では、シームレス セツ ト アツ 
プを使用できません。再セットアップする場合は 、 「Microsoft Windows 
Server 2003, Standard x 64 Edition/Microsoft Windows Server 2003, 
Enterprise x 64 Edition インストレーションサプリメントガイド」を参照し、「マ 
ニュアルセットアップ」を使用してください。 


マスターコント □ —ルメニユーについて 

( D オンラインドキユメントび読めない 

□ Adobe Reader が正しくインス I '■—ルされていますか？ 

-オンラインドキュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されていま 
す。あ6かじめ Adobe Reader をインストールしておいてください。 

□ 使用している 0 S は 、 Windows XP SP 2 ですか？ 

一 SP 2 にてオンラインドキュメントを表示しようとすると，ブラウザ上じじ(下の 
ような情報ノ '(一が表示されることがあります。 

「セキュリティ保護のため、コンピュータじアクセスできるアクティブコンテン 
ツは表示されないよう 、 Internet Explorer で制限されています。オプションを 
表示するには、ここをクリックしてください...」 

この場合、 t (下の手順にてドキュメントを表示させてください。 

1. 情報バーをクリックする。 

ショー トカットメ ニューが 現れます。 

2. ショートカットメニューから、「ブ□ックされているコンテンツを許可」を 
還択する。 

「セキュリティの警告」ダイア□グボ、ソクスが表示されます。 

3. ダイア□グボックスじて r はい」を逞択。 
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マスターコント □ —ルメニユーが表示されない 

□ ご使用のシステムは 、 Windows NT 4.0 J : 如をまたは Windows 95 W 降でずか？ 

一本プ□グラムは 、 Windows NT 4.0 /Windows 95より前のバージョンでは動 
作しません。 

□ く Shif わキーを押していませんか？ 

一く51~1げ1;>丰一を押しながら CD - ROM をセットずると、 Autorun 機能がキャンセ 
ルされまず。 

□ システムの状態は問題ありませんか？ 

ーシステムのレジストリ設定:や CD - ROM をセットずるタイミングによっては^ 
ニューが起動しない場合がありまず。ぞのような場合は、 CD - ROM の 
¥ MC ¥1 ST . EXE をエクスプ□ーラ等から実行してください。 

(D メニユーび英語で表示される 

□ ご使用の環境は正しいですか？ 

ーオペレーティングシステムが巧語バージョンの場合、メニューは巧語で表示さ 
れまず。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペレー 
ティ ングシステムにて動作させてください。 

(D メニュー頂目びグレイ表示される 


□ ご使用の環境は正しいですか？ 

一 Administrator 権限のないユーザーで□グインした場含や、本装置 W 外の装置上 
で実行した場合など、ご使用の環境が ソフ トウエアのインストール環境に合致 
しないとき、メニュー項目がグレイ表示されます。適切な装置、ユーザーにて 
□グイン後、再度実巧して<ださい。 


ExpressPicnic について 


セットアップ情報の設定で ExpressPicnic ウィンドウのビットマップび正しく表示さ 

れない订 rekkin 宜コマンド使用時） 

ーディスプレイの設をのを数が256色未満の場合はビットマップが正し<表示さ 
れていませんが，セットアップ情報は正しく表示できます。 

( J ) Point To Point トンネリングプロトコルの設定びできない 

一現在サポートしていません。インストール後、コント□ールパネルか6設定を 
巧って<ださい。この場合，リブートはか要ありません。 

® ネットワークアダプタの詳細設定ができない 



一 ExpressPicnic では、ネットワークアダプタの詳細設定は行えません。 
Windows の起動後，コント□—ルパネルか6設をしてください。 

Windows Server 2003 x 64 Editions や Windows Server 2003 の情報を採取 


でさない 


一 ExpressPicnic の仕様です。「稼動磯からの情報探取」で操取できる情報は、 
Windows 2000で動作している本装置の情報のみです。 
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ディスクアレイについて 


ディスクアレイを構成している本装置でのトラブルについてはディスクアレイコント□—ラ 
に添付の説明書を参照して < ださい。 


ESMPRO について 

ESMPRQ/ServerA 呂 ent(Windows 版）について 

一添付の 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM 内のオンラインドキュ；<ント 「 ESMPRO / 
ServerAgent ( Windows 版)インストレーションガイド」でトラブルの回避ち法やそ 
のイ也の補足説明が記載されていまず。参照して<ださい。 

ESMPRO/ServerMana 宫 er に〕いて 


添付の 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM 内のオンラインドキユ；<ント 「 ESMPRO / 
56「ソ6「1\/|31139€「インス トレーシ ヨン ガイド」でトラブルの回避方法やその他の補足 
説明が記載されています。参照してください。 





障害情報の採取 


万一障害が起きた場合、次の方法でさまざまな障害発生時の情報を操取ずることができま 
ず。 

ir-O • な降で説明ずる障害情報の採取については、保守ヴービス会社の保守員か6情報採取の 
巧頼があったとさのみ探取してください。 

• 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリが不足していることを示ずメッセージが表 
示されることがありまずが、そのままシステムを起動してください。途中でリセット 
し、ちラー度起動ずると、障害情報が正しく採取できません。 


イベント□グの探取 

本装置 I こ起きたさまざまな事象(イベント）の□グを操取しまず。 

I — "〇 STOP エラーやシステムエラー、スIルが起きている場合はいつたん再起動してか5作 
B 重 3 業を始めまず。 

jl; オプシヨンのプロセッサの中には異 

Iレ、/卜I なるレビジヨン（ステッピング）のも 
のが含まれている場合があります。 

異なるレビジヨンのプロセッサを混 
在して取り付けた場合、 Windows 
ではイベントビューアのシステムロ 
グに下のようなログが表示されま 
すが、動作には問題ありません。 



1 . コント日ールパネルから[管理ツール]-[イベントビューア]をクリ、ソクずる。 

2 . 探取する□グの種類を選択ずる。 

[アプリケーション□グ]じは起動していたアプリケーションに関連するイベントが記録されてい 
まず。[セキュリティ□グ]じはセキュリティじ関速するイベントが記録されています。[システ 
ム□グ]じは邮 hdows 2000のシステム構成要素で発生したイペントが記録されていまず。 
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3. [操作]メニユーのにグファイルの名前を 

H イベントピューア i 

付けて保を]コマンドをクリ、ソクする。 

j 巧巧化）表示が J H 

>因1函1窗回 


U ソノ''1 ルの, J、 也!/ 

[ーンヨン □. 

1 □ ヴファイ J レのをおを巧けてな巧 ( が ... 

闲 

り 


すぺてのイベントを消去に） 


をおのを更化!） 

最巧の I 培報じを?斤を） 
一民のェクスポ-化〉 

プロバティ®) 


ヘルプ(け） 


ちき反 
情郎 

\m 

ち扣 
I ま卽 

wm 


4. [ファイルを]ボックスじ保をするアーカイブ□グファイルの名前を入力ずる。 

日. [ファイルの種類]リストボックスで保をする□グファイルの形まを選択し、 [0 K ] をクリックす 
る 0 

詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してください。 


構成情報の採取 

本装置の八ードウェア構成や内部設定情報などを探取します。 

情報の採取には r 診断プ□グラム」を使用します。 

I H-O STOP エラーやシステムエラー、ス I ルび起きている場合はいつたん再起動してか 5 作 
業を始めまず。 


1. スタートメニューの[設を]をポイントし，[コント□ールパネル]をクリックする。 

[コント□-ルパネル]ダイア□グボックスが表示されまず。 

2. [管 a ツール]アイコンをダブルクリックし、[コンピュータの管巧]アイコンをダプルクリックす 
る0 

[コンピュー女の管理]ダイア□グボックスが表示されまず。 

3. [システムツール]-[システム情報〕をクリックずる。 
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4. [操作]メニューの[システム情報ファイル 
として保存]コマンドをクリ、ソクする。 


1巨：!ンピュ-夕の菅 3 里 

\[ 博巧が表示な）ツールの 

J つ A 1 • ノ r’ 1 / W し U し ITK—I 宁 w ん — 

14為 

垣 

•. n — 


r システム’[き卽乃イルとして f 呆巧の... I 


すべてのタスク化） 


が刷 ( E ) 

最巧階卽じま巧(の 
一度のエクスポートが 


ヘルプ ( H .) 


田' lJ Internet Explorer 已 
を涵バフオ-マンス□ヴと管ち 


UA-h 
U ] ンポ 
じ！ソフト 
r ninterr 


已.[ファイル名]ボックスじ保をずるファイルの名前を入力ずる。 
氏[保を]をクリックずる。 


ワトソン博±の診断情報の採取 

ワトソン博±を使って、アプリケーションエラーに関連する診断情報を探取します。 

診断情報の保を先は任意で設定できまず。詳しくは r 導入編」の r ワトソン博±の設を」を参照 
してください。 


メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取しまず。ダンプを DAT に保存した場合 
は、ラベルに 「 NTBackup 」 で保存したか 「 ARCServe 」 で保ちしたかを記載しておいてくださ 
い。診断情報の保を先は任意で設定できまず。詳し<は「メモリダンプ(デバッグ情報)の設 
を」を参照してください O/Vindows Server 2003と Windows 2000で個別に説日月していま 
す)。 

M -0 • 保守サービス会社のな守員とホ目談した上で採取してください。正甫に動作しているとき 

に操作ずるとシステムの運用に宝障をきたずおそれびありまず。 

• 障害の発生をに再起動したときに仮想メモリび不足していることを示ずメッセージび表 
示される場合がありまずび、そのまま起動してください。途中で U セットして起動し直 
ずと、データを正しくダンプでさない場合がありまず。 
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DUMP スイッチ 



メモリダンプの採取 

障害が発生し、メモリダンプをが取したいときに DUMP ス 
イッチを押してください。スイッチを押ずときには金属製の 
ピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばして代用巧)をスイッチ 
穴に差し込んでスイッチを押します。 

スイ、ソチを押すと、メモリダンプは設走されている保存先に 
保をされます（プ□セッサがス I ルした場合などではメモ 
リダンプを探取できない場合があります）。 


H-O つま楊枝やプラスチックなど巧れやずいち 

のを使庙しないでください。また、ピンの 
長さび吕日 mm な上のものを使ってくだを 
し、。 


採取のための準備 

DUMP スイ、ソチを押してダンプを実巧した後に本装置をリセ、ソトできなくなる場合がありま 
す。この場合、強制シャットダウンに90ぺージ参照)で本装置を強制的にリセットしなけれ 
ばならなくなりますが、 B の S セットアップユーティリティ rSETUP 」 の！ " Security 」 メニュー 
の 「Power Switch Inhibit 」 を 「 Enabled 」 に設定しておくと、 POWER スイ、ソチの機能が無効 
になるため、強制シャットダウンができなくなります。 

万一の場合、強制シャットダウンで本装置をリセ、ソトできるように次の手順に従って本装置 
の設定を変更しておいてください。 

1. 本装置の電源を ON じして、己 IOS セットアップユーティリティ rSETUP 」 を起動する （188 ぺージ 
参照)。 

吕. 「 Security 」 メニューの 「Power Switch Inhibit 」 を 「 Disabled 」 に設をずる。 

3. 設を内容を保をして. SETUP を終了ずる。 
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I PM 帽報のバックアップ 

IPMI 情報を採取しまず。情報を揉取するためには、 ESMPRO / ServerAgent がインストール 
されていなければなりません。 


1 . スタートメニューか6[プ□グラム]- 
[ESMPRO ServerAgen 口— [ ESRAS ユー 
ティリティ]を選ぶ。 

正 SRAS ユーティ リ ティ]ウィン ドウが表 
示されまず。 

2. ツリービューより[最新情報]を選択し 
て、□一カルコンピュータの情報を取得 
する 0 


データが表示されれば取得ができたこと 
になります。 


>ESRAS ユーティ U ティ 


フ 7 イル ( りまモ M A ルバぶ 


(51 A が i •が 

ちづ NEC-SERVER 

白 .'I Intelligent Platform Management Int« 
イ T U をが’店排 

、 u "、.州■が宿節 
巧 Network 


3. [ファイル]メニューか6[現をの IPMI 情報 
をバックアップする]をクリックする。 


い ESRAS ユーティリティ 


I現なの IP 

•、、、...>1マ...1 * 

^がックアの‘ 


ホニ A A 一 A II -lO/i i\ 


現なの IPM 惟報をがッウアッフする(昼)... 

«y" /T\ を二化、 


の*7アイルの表示や it に〉 
ロリクーン心のが了嫂 


LJ がパ 7ヴ : n 吾辄 

巧 Network 


rnt Inte 


4. バックアップ対象のコンピュータをを磕 
認ずる。 

己.退避ずるバックアップファイル名と保を 
ずる塌所を指をして[バックアップ]をク 
リックする。 


IPM 惟丢民ががが 


ぷ巧したクー J 佩 IPM 脯 
] ンピュ-夕をの f 


/ iV )7 ..，つ、，イ II ,公す). 


を昭掛 .. I 


-却一,の碟ほる、括害発生内き等を入力してください。 


1 P 、; 双巧'^ ij 


」 


閒じるが」 


386 





































システムの修復 


OS を動作させるためじあ要なファイルが玻損した場合は、「修復プ□セス」を使ってシステ 
ムを修復してください。 

— ~〇 • システムの修復を、48ぺージまたは72ぺージの r システムのアップデート」を参照して 
Jpg 必ずシステムをアップデートして<ださい。また、 Windows ①場合は、システムの 

アップデートに加え、各種ドライバをアップデートしてください。詳しくはオンライン 
ドキュメント r インストレーシヨンサプ U メントガイド」の「ドライバのインス!ルと 
詳細設定」を参照してください。 

• A - ドディスクドライプび認識できない場合は、システムの修復はでさません。 


修復手順 一 Windows Server 2003 x 巨 4 Editions 、 
Windows Server 2003 — 

何 5 かの原因でシステムを移動できな < なった場合は、回復コンソールを使用してシステム 
の修復を巧います。ただし、この方法は詳しい®識のあるユーザーや管理者じ(外にはお勤め 
できません。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 


修復手順 一 Windows 2000- 

次の手順に従ってシステム修復ディスクではなく、ディスクの中の情報を使って修復してく 
ださい。 

1. EX 戶 RESS 巨 UILDER を使って「サポートディスク」を作成する。 

「Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESS 巨 UILDER 」 を作成しまず。詳しくは、「導ん漏」の「サ 
ポートディスクとは」 (75 ページ）を参照してください。 

2 . システムの電源を ON にずる。 

3. 本装置の CD - ROM ドライブじ邮 indows 2000 CD - ROM をセットずる。 

4. Windows 2000 C D-R 0 M を C D-R 0 M ドライブじセットしたら、リセットする 
(く Ct 「 l >+ く Alt >+ く Delete 〉 キーを押ず）か、電源を OFF / ON して本装置を再起動する。 

已.画面上部[こ 「Setup is inspecting your computer's hardware configuration —」 方、，表示されてし 
る間にく F 6> キーを押ず。 

I チェック I 

く F 6> キーを巧しても、このときには画面上には何の変化もあ6われません。 


運用•な守編 
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6 . lU 下のメッセージが表示された 6 く S > キーを押す。 


Setup could not determine the type of one more mass storage 
devices installed in your system, or you have chosen to 
manually specify an adapter.Currently, Setup will load 
support for the following mass storage devices(s). 

w 下のメッセージが表示されます。 


Please insert the disk labeled 
manufacturer-supplied hardware support disk 
into Drive A: 

* Press ENTER when ready. 

7. Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESS 巨 UILDER をフ□ッピーディスクドライブじセット 
し、く Ente 「> キーを押ず。 

SCSI アダプ女のリストが表示されまず。 

8. SCSI アダプクリストから [LSI MEGARAID Products for Windows 200 0] を選択し、く Ente 「> 
キーを押ず。 

手順6の画面に戻り、 < Ente 「> キーを押ず。 


9. く R > キーを押して修復オプションを選択 
ずる0 

10. キーボードの種類を選択する。 

11. 選択を求められたら、 < R > キーを押して 
システム修復処理を選択する。 


12. 選択を求められたら、次のうちのどち6かを違択ずる。 

[手動修復](く M > キーを押ず）高度なユーザーかシステム管理者 W 外はこのオプションを選択しな 
いでくだきい。このオプションを使うと、システムファイル、パー 
ティションプートセククおよびスタートアップ環境の問題を修復ず 
ることができます。 

[高速修復](く F > キーを押ず）このオプションは使い方がとても簡単で、ユーザーは何もする必要 
はありません。このオプションを選択ずると、システム修復ディス 
クプ□グラムが、システムファイル、システムディスクのパーティ 
ションブートセクタおよびスクートアップ環境(システムに複数の才 
ペレーティングシステムがインストールされている場含)に関連した 
問題の修復を開始します。 

13. 画面に表示される指示に従って操作し、システム修復ディスクを挿入ずるよう求める画面では、 

< L > キーを巧ず。 

ディスクの模査後、システムは一度再起動されまず。 

I チェック I 

システム修復ディスクを使用しない処理を行います。 


Windows 2000 Server セツトアップ 


セットアップへようこそ 

セットアップブログラムのこのが分は. Microsoft 胁件 indows 20001 R) の 
インストールと設定を準巧します。 

• Win 山 WS 2000のセットアップを巧巧するには， Enter キーを巧してくだ 
さい。 

• インストール巧の Win 山 m.s2000 をを復するじは. R キーを巧してく 
ださい。 

• WiraW's2000 をインストールしないでセットアップを巧了するには， F3 
キーを巧してください。 


Enter = i^ff R = を宿 
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14. 手順 5 〜 13 を繰り返す。 

修復処理が開始されます。 

修復処理の間に、見つか6ないファイルや破損したファイルが、八ードディスクドライブ上 C : 
¥1386 のフ アイ ルかシステムパーティシヨンの％ system「oot%¥Repai「 フォルダのフ アイ ルに置 
き換えられまず。こうして置き換えられたファイルは、セットアップ W 降(こ行った構成の変更を 
一切反映していません。 

1 曰.画面に表示される指示に従って操作ずる。 

障害が挨化されたファイルのを前を控えておくと、システムがどのように破損していたのかを診 
断するのに役立ちます。 

16. 修復(こ成功した場合は処理を終了する。 

コンピューなが問題なく再起動したことで置き換えられたファイルが八ードディスクドライブに 
正しくコピーされたことがわかります。 


運用•な守編 
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オフライン巧巧ユーティ IJ ティ 

オフライン保守ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティリティを使って障 
害原因の確認ができます。 

M -0 • オフラインな守ユーティリティは通甫、保守員び使用ずるプログラムでず。オフライン 

保守ユーティリティを起動ずると、メニューにヘルプ(機能や操作方法を示ず説明)びあ 
りまずが、無理な操作をはずにオフラインな守ユーティ U ティの操作を熟知しているな 
守ヴービス会社に連結して、な守員の指示に従って操作してください。 

• オフライン保守ユーティリティび起動ずると、クライアントか6本幫品へアクセスでを 
なくなります。 


オフライン保守ユーテイリテイの起動方法 


オフライン保守ユーティリティは次のち法で起動することができまず。 

• EXPRESSBUILDER からの起動 

「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」から「ツール」一「オフライン保守ユーティリティ」 
の順に違択すると、 CD - ROM よりオフライン保守ユーティリティが起動しまず。 

• フ□ッピーディスクか5の起動 

「 EXPRESS 己 UILDER トップメニュー」の「ツール」一「サポートディスクの作成」で作成し 
た r オフライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセットして起動すると、オフライン保守 
ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 ( F 4 キー） 

オフライン保守ユーティリティをインストール後、 POST 画面で < F 4> キーを押すと、 
ディスクよリオフライン保守ユーティリティが起動します。 
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オフライン保守ユーテイリテイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、 t (下の機能を実行できます(起動ちまにより、 
実行できる機能は異なります）。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface) におけるシステムイベント□グ 
(SEL)、 センサ装置情報に DR)、 保守交換部品情報 (FRU) の表示やバックアップをしま 
ず。 

本機能により、本製品で起こった障害やを種イベントを調査し、交換部品を特定するこ 
とができます。 

• BIOS セットアップ情報の表示 

B の S の現在の設定値をテキストファイルへ化力します。 

• システム情報の表示 

プ□セ、ソサ (CPU) や己の S などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ化力した 
りしまず。 

• システム情報の管理 

お客様の本装置固有の情報や設定のバ、ソクアップ(退撒をします。バックアップをして 
おかないと、ボードの修理や交換の隐に本装置固有の情報や設定を復旧できな<なりま 
す。 

システム情報のバックアップのモ法については、48ぺージまたは73ぺージで説日月してい 
ます。なお、リストア（復旧）は操作を熟知したイ呆守員に W は斤わないでください。 


• 各種ユーティ U ティの起動 

EXPRESSBUILDER から保守用パーテ ィシヨンにインス トー ルされた]: rP のユーティリ 
ティを起動することができます。 

-システムマネージメント機能 
ーシステム診断 
一保守用パーティシヨンの更新 

• 置体識別 

本装置のランプ、ブザー等で> 本装置を識別できるようにします。ラックに複数台の装 
置が設置された局面で本装置を識別ずるときなどに便利でず。 
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媽化保管 

本装置を移動-保管するときは次の手順に従ってください。 



A ミち意 



本装置をま全にお使いいただくために次のミ主意事項を必ずお守りください。义傷 
やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ペー 
ジ L ソ降の説明をご覧ください。 

• 云人 ly 下で持ち上げない 

• 指定 W がの場所に設置しない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしない 

Q 


謂"〇 • フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売店または保守 
ヴービス会社に連絡してください。 

• 八ードディスクドライブに保をされている大切なデータはバックアップをとつておいて 
ぐださい。 

• j \- ドディスクドライプを内蔵している場含は八ードディスクドライプに衝撃をちえな 
いよラにを意して本装置を移動させてください。 

• 再度、運用ずる際、内蔵機器や本装置を正しく動作をせるためにも室温を保てる場所に 
保管ずることをお勧めしまず。 

本装置を保管ずる場合は、保管環境条件(温度： -10 で〜己已で、湿度： 20%〜80%) 
を守って保管してください(ただし、結露しないこと）。 


1. フ□、ソピーディスク、 CD-ROM をセットしている場合は本装置から取り化ず。 
吕.本装置の電源を OFF (POWER ランプ消な）じずる。 

3. 本装置の電源コードをコンセントから抜く。 

4. 本装置に接続しているケーブルをすべて取り外す。 

己. 4人 W 上で本装置の底面を持って運ぶ。 



本装置前面のフ□ントドアを持って、持ち上げないでください。フ□ントドアが外れて落下し、 
本装置を破損してしまいまず。 

6. 本装置に傷がついたり、衝擊や振動を受けたりしないようしっかりと個包する。 

w-OiM 

輸送後や保管後、本装置を再び運用ずる場合は、運用前にシステム時計の確認•調整をしてく 
ださい。システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お買 
いボめの販売店、または保守サービス会社に保守を巧頼してください。本装置、および、巧蔵 
型のオプション機器は、寒い場所か5暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、そのまま使 
用ずると誤動作や故障の原因となりまず。本装置の移動後や保管後、再び運用ずる場合は、使 
用環境に十分なじませてか5お使いください。 
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ユー サーサポート 

アフターサービスをお受けじなる前に、保証およびサービスの内容についてお認してください。 


装置の巧証について 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡しし 
ますので、記載内容を確認のうえ、大切に保管してください。保証期闇中 I こ故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にもとづき無償修理いたしまず。詳しくは『保証書』およびこの 
後の r 保守サービスについて」をご覧 < ださい。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡してください。 

n-O • NEC 製む外(ヴードパーティ）の製品または NEC が認定していない装置やインタフエー 
スケーブルを使用したために起きた本装置の故障については、その責任を負いかねまず 
のでご了承ください。 

• 本装置に、製品のお式、 SERIAL No. (号機番号)、定格製造業者を、製造国が明記さ 
れた銘ホ反が貼ってありまず。販売店にお問い合わせずる際にこの内容をお伝えくださ 
し、。また銘板の号機番号と保証書の保証番号が一致していませんと、本装置が保証期間 
巧に故障した場合でち、保証を受け5れないことがありまずのでご確認ください。万一 
違ラ場合は、販売店にご連経ください。 
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バッテリの保証について 


本装置じは、内蔵の時計用とオンボード RAID 用2種類のバッテリが内蔵されています。 

一内蔵の時計用のバッテリ 

本バッテリの保証期聞は5年です。時計が停止したり、遅れるようになった場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 

ーオンボード RAID 用バッテリ 

本バッテリの寿命は、使用場境および運用条件によって異なりますが、おおむね2年もし 
くは、充電回数が約500回です。バッテリは有償走期交換部品となっておりまず。バッ 
テリに表示されている日付より2年を経過した場合には，販売店またはな守サービス会社 
じ連絡してください。有償にて交換いたします。 


修理に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、 t (下の手順を行ってください。 

①電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを確認 
します。 


② 「障害時の対処(351ページ)」を参照して<ださい。該当するを状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

③ 本装置を操作ずるためにお要となるソフトウェアが正しくインストールされていること 
を植認します。 

④ 市販のウィルスお化プ□グラムなどで本装置をチェックしてみてください。 

W 上の処理を巧ってもなお異常があるときは、無 S な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際に本装置のランプの表示や 
ディスプレイ装置のアラーム表示わごお認ください。故障時のランプやディスプレイによる 
アラーム表示は修理の際の有用な情報となることがありまず。保ずサービス会社の連絡先に 
ついては、付録 Br 保守サービス会社網一覧」をご覧<ださい。 

なお、保証期間中の修理はおず保証書を添えてお申し込みください。 

I M-0 本装置は日本国内仕様のため、 NEC ①海が拠点で修理ずることはでさません。ご了承<だ 
P 重司 をい。 
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修理に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 

□ 保証書 

□ ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 
□ 障害情報* 

□ 本装置 • 周辺装置の記録 

* 382ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保ずサービス会社 
か6指示があったときのみ用意してください。 


巧巧用部品について 


本装置の保守届部品の最低保有期聞は、製造打ち切り後5年です。 


巧巧サービスにごいて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認走した保守サービス会社によって 
のみ実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご巧也の上、 
ご都合に合わせてご利用いただけます。 

なお，お客様が保ずサービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
りまず。 


な守サービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールじより優先的に技術者を派遣し、修理にあたりまず。 
この保守方まは、装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていた 
た’くもので、お客様との間に維持保守契約を結ばせていただきます。 
さまざまな保守サービスを用意していまず。詳しくはこの後の説明をご覧 
ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールじより、技術者を派遣し、修理じあたりまず。保守ま 
たは修理料金はその都度精算ずる方まで、作業の内容によつて異なりま 
す。 


NEC では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しておりまず。サービスの 
詳細については 、 「NEC 8番街 ( http :// nec 8. com /)」 の「サポート情報」をご覧ください。 


I H-0 • ヴービスを受けるためには事前の契約が必要でず。 

DM • ヴービス料金は契約ずる日数/時間帯により異なりまず。 


運用•な守編 
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情報サービスにごいて 


Express 5800シリーズに関するご質問-ご柜談は「ファーストコンタクトセンター」でお受け 
していまず。 

《電話番号のかけまちがいが増えておりまず。番号をよくおおかめの上，おかけ<ださい。 

ファーストコンタクトセンター TEL 03-34 己己-己800りで表） 

受付時園/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の本装置を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する r エクスプレ 
ス通報サービス」の申し込みに圉するご質問-ごち談は r エクスプレス受付センター」でお受 
けしていまず。 

》電話番号のかけまちがいが増えておりまず。を号をよくおおかめの上，おかけ<ださい。 

エクスプレス受付センター TEL 0120-22-3042 

受付時聞/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除< ) 


インターネットでも情報を提供しています。 

http://nec8.com/ 

『NEC 8番街 J :製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http://club.express.nec.co.Jp/ 

[Club Express ] :に lub Express 会員 J へのき録をご案内していまず。 Express 5800シリー 
ズをご利巧になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介していまず。 


http://www.Tielaing.co.jp/ 

NEC フイールデイング(株)ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン、用品、施設工事 
などの情報をご紹介しています。 
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